古代オリエントに見る救済思想及び制度の起源と系譜 by 河村, 将直
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に
見
る
救
済
思
想
及
び
制
度
の
起
源
と
系
譜
河
村
将
直
(佛
教
大
学
大
学
院
生
)
一
、
は
じ
め
に
社
会
事
業
(社
会
福
祉
)
の
起
源
的
存
在
と
し
て
の
救
済
思
想
、
即
ち
社
会
関
係
に
於
て
人
が
人
を
援
助
す
る
行
為
は
、
同
じ
社
会
集
団
(共
同
体
)
か
ら
の
脱
落
者
、
又
は
そ
れ
が
拡
大
さ
れ
た
国
家
の
成
員
に
対
す
る
弱
体
化
・
脱
落
防
止
や
身
分
的
解
放
を
目
的
と
し
て
歴
史
上
登
場
し
て
来
る
。
そ
れ
は
自
然
環
境
等
の
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
外
的
要
因
の
作
用
に
因
っ
て
、
地
域
特
有
の
社
会
形
成
過
程
の
中
で
現
出
す
る
、
社
会
的
諸
問
題
へ
の
一
対
応
策
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
加
え
て
古
代
社
会
に
あ
っ
て
よ
り
重
要
と
做
す
べ
き
は
、
古
代
人
の
内
在
的
な
要
因
、
即
ち
思
想
面
に
関
し
宗
教
の
占
め
る
位
置
が
比
較
的
大
き
か
っ
た
点
で
あ
り
、
そ
れ
が
地
域
ご
と
に
異
質
の
文
化
を
造
出
し
て
来
た
事
実
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
実
社
会
の
発
展
拡
大
傾
向
に
対
し
宗
教
が
如
何
に
深
く
係
り
変
容
し
て
来
た
か
は
、
社
会
の
倫
理
か
ら
法
制
度
の
変
革
に
至
る
ま
で
、
そ
の
研
究
に
際
し
必
然
的
な
欠
落
不
可
能
な
事
象
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
宗
教
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
古
代
人
の
社
会
関
係
に
深
遠
に
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
認
識
か
ら
で
し
か
、
斯
か
る
救
済
思
想
の
本
質
を
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
論
文
は
、
歴
史
の
初
期
の
段
階
に
溯
り
、
古
代
社
会
を
様
々
な
角
度
か
ら
捕
足
し
、
そ
こ
か
ら
現
存
す
る
社
会
制
度
の
一
つ
と
し
て
の
社
会
事
業
(社
会
福
祉
)
の
思
想
的
・
制
度
的
源
流
を
求
明
し
考
一162一
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
取
分
け
地
域
的
に
は
、
西
欧
社
会
の
思
想
的
根
幹
と
い
う
認
識
か
ら
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
地
方
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
い
る
。
尚
、
社
会
事
業
(社
会
福
祉
)
は
、
歴
史
的
に
段
階
な
資
本
主
義
体
制
の
構
造
か
ら
必
然
的
に
存
在
す
る
、
殊
に
近
代
か
ら
現
代
に
於
て
の
形
態
を
指
称
す
る
用
語
で
あ
り
、
古
代
の
所
謂
救
済
制
度
を
そ
れ
と
呼
称
す
る
の
は
誤
謬
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
こ
で
の
テ
ー
マ
は
飽
迄
、
社
会
事
業
(社
会
福
祉
)
制
度
の
前
段
階
と
し
て
の
、
救
済
思
想
と
関
連
施
策
の
崩
芽
及
び
そ
の
伝
来
の
系
譜
を
説
き
明
か
す
こ
と
に
あ
る
。
二
、
オ
リ
エ
ン
ト
文
明
の
発
生
未
開
社
会
に
於
け
る
人
間
の
活
動
は
、
一
面
的
・
単
機
能
的
な
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
・
経
済
・
政
治
と
呼
ば
れ
る
性
格
の
諸
側
面
が
渾
然
と
一
体
化
し
た
全
体
的
な
も
の
で
あ
る
。
比
較
的
小
規
模
な
集
団
の
内
部
で
そ
れ
ら
が
社
会
的
に
機
能
し
て
お
り
、
相
対
的
な
自
律
性
を
保
つ
自
給
自
足
の
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
は
人
間
の
社
会
化
(個
人
が
所
属
す
る
社
会
に
於
て
、
地
位
と
役
割
を
取
得
し
社
会
体
系
に
統
合
さ
れ
る
過
程
)
と
文
化
化
(社
会
の
慣
習
的
な
思
考
様
式
・
行
動
様
式
を
学
習
す
る
過
程
)
が
、
地
域
特
有
の
自
然
環
境
を
媒
介
に
し
て
行
わ
れ
、
未
開
人
独
自
の
世
界
観
を
創
出
し
て
い
る
。
斯
か
る
未
開
社
会
が
、
歴
史
的
経
過
に
応
じ
て
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
行
く
過
程
で
、
取
分
け
各
自
の
生
活
に
於
て
劃
期
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
。
「未
開
・
野
蛮
・
原
始
」
と
い
っ
た
語
義
に
対
し
て
、
人
間
の
文
化
を
大
き
く
開
花
さ
せ
た
も
の
、
今
こ
れ
を
文
明
(civ
iliza
tio
n
(料
),civ
ilis
a
tio
n
(武
),
z
iv
ilisa
-
,
.
　.
,
詳
δ
昌
(
欝
)
〕
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
「文
明
/
未
開
」
の
相
対
的
図
式
を
成
立
さ
せ
る
示
標
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
文
字
を
書
く
技
術
を
発
明
し
た
段
階
を
文
明
と
称
す
る
者
も
あ
れ
ば
、
治
金
術
の
発
見
を
示
標
す
る
者
も
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
生
活
面
に
於
け
る
劃
期
を
、
生
存
を
決
定
す
る
生
理
的
欲
求
の
充
足
に
求
あ
た
場
合
に
得
ら
れ
る
、
生
産
経
済
の
変
革
の
視
点
は
一
般
に
受
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
文
明
を
成
立
さ
せ
る
条
件
や
要
因
を
、
食
料
生
産
面
か
ら
説
き
明
か
し
た
の
が
ゴ
ー
ド
ン
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
<
°O
.C
h
il
de
で
あ
る
。
彼
は
こ②
れ
を
「
新
石
器
革
命
」
N
e
o
li
t
h
ic
r
e
v
o
lu
t
io
n
と
呼
ん
で
い
る
。
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即
ち
、
狩
猟
採
集
(獲
得
)
経
済
か
ら
生
産
経
済
へ
の
転
換
を
高
く
評
価
し
、
移
動
生
活
し
て
い
た
未
開
人
が
、
一
定
の
土
地
に
居
住
し
、
農
耕
・
牧
蓄
と
い
う
生
産
手
段
、
即
ち
衣
食
住
の
対
象
を
確
立
し
た
時
、
生
存
条
件
の
整
備
を
現
実
の
も
の
に
し
た
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
生
産
経
済
と
は
定
着
し
た
農
耕
・
牧
蓄
を
意
味
す
る
。
こ
れ
が
人
々
の
生
活
の
安
定
を
保
証
し
、
毎
日
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
た
人
々
の
生
活
に
余
裕
を
与
え
、
社
会
的
な
分
業
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。ト
イ
ン
ビ
ー
諺
』
o
旨
び
ΦΦ
は
一
九
五
六
年
に
来
日
し
た
折
、
「文
明
討
論
会
」
に
於
て
、
次
の
様
に
語
っ
て
い
る
。
「
人
間
文
化
の
段
階
と
し
て
見
た
文
明
の
発
生
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
農
業
生
産
力
が
農
業
に
従
事
す
る
人
び
と
の
最
低
生
活
の
必
要
を
み
た
す
以
上
に
上
昇
し
て
、
一
部
少
数
者
が
単
な
る
食
料
生
産
以
外
の
こ
と
に
幾
分
か
の
余
裕
が
で
③
き
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
の
こ
と
で
あ
る
。
」
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
理
論
の
影
響
を
受
け
た
一
人
で
あ
り
更
に
『歴
史
の
研
究
』
に
於
て
も
、
本
論
文
で
取
り
上
げ
る
オ
リ
エ
ン
ト
地
方
の
文
明
発
生
の
説
明
で
引
用
し
て
い
る
。
彼
は
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
と
エ
ジ
プ
ト
文
明
に
つ
い
て
次
の
様
に
説
明
す
る
。
「
こ
れ
ら
創
造
的
社
会
集
団
の
生
活
様
式
に
起
き
た
変
化
は
、
食
物
採
集
者
な
ら
び
に
狩
猟
者
の
生
活
か
ら
完
全
に
耕
作
者
の
生
④
活
に
転
換
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
斯
か
る
生
活
転
換
期
が
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
に
訪
れ
た
の
は
前
七
〇
〇
〇
年
頃
で
、
シ
リ
ア
・
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
地
方
か
ら
エ
ジ
プ
ト
に
波
及
し
、
西
ア
ジ
ア
の
高
地
帯
で
こ
の
現
象
が
生
じ
た
と
の
痕
跡
を
ブ..　
レ
イ
ド
ウ
ッ
ド
R
.
J
.
B
r
a
i
d
w
o
o
d
が
発
見
し
立
証
し
て
い
る
。
三
、
古
代
家
族
の
構
成
原
理
人
間
が
生
存
を
確
保
し
て
行
く
生
活
の
場
に
は
、
絶
え
ず
他
者
と
の
相
互
関
係
が
介
在
し
、
生
産
手
段
そ
の
他
の
利
用
に
於
て
も
、
何
ら
か
の
役
割
と
規
範
に
基
づ
い
た
社
会
関
係
の
場
を
媒
介
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
を
表
示
す
る
第
一
次
(基
礎
)
集
団
が
家
族
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
家
族
を
構
成
す
る
成
員
相
互
の
結
合
が
基
本
的
に
愛
情
・
理
解
・
同
情
と
云
っ
た
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
(共
同
体
G
em
ein
sch
a
ft
)
で
あ
ろ
う
と
、
一
つ
の
利
益
を
追
求
し
た
ゲ
ゼ
⑥
ル
シ
ャ
フ
ト
(利
益
社
会
Ω
Φ
。゚巴
s
c
h
a
ft
)
で
あ
ろ
う
と
、
古
代
に
一164一
於
け
る
家
族
の
本
質
に
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
自
然
的
結
合
で
あ
る
以
上
に
、
宗
教
的
結
合
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
国
゜
d
.
C
o
u
la
n
g
e
s
は
『
古
代
都
市
』
に
於
て
、
「
家
族
と
は
、
同
じ
竈
神
に
祈
り
同
じ
祖
先
に
神
饌
を
献
げ
る
こ
と
.
.
.　
を
、
宗
教
か
ら
許
可
た
れ
た
人
々
の
一
團
を
意
味
す
る
。
」と
古
代
家
族
を
定
義
し
て
い
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
、
家
族
と
は
「
エ
ス
ピ
チ
オ
ン
」と
言
い
「
竈
⑧
の
傍
な
る
も
の
」
を
意
味
し
て
お
り
、
家
族
成
員
間
の
結
合
は
、
言
わ
ば
信
仰
の
共
通
性
故
に
成
立
し
て
い
た
。
古
代
人
は
神
的
存
在
が
未
来
永
却
に
同
じ
土
地
、
家
族
、
個
人
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
な
き
よ
う
祭
壇
を
据
え
、
生
贄
を
捧
げ
る
儀
式
を
以
っ
て
そ
の
御
加
護
を
求
め
た
。
神
が
そ
こ
に
鎮
座
し
給
う
限
り
、
そ
の
土
地
に
定
着
す
る
。
こ
こ
に
土
地
に
対
す
る
執
着
(私
有
)
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
又
、
死
者
へ
の
信
仰
と
、
こ
れ
に
基
く
祭
杷
と
は
、
古
代
家
族
の
社
会
規
範
を
構
成
す
る
。
例
え
ば
新
王
国
時
代
エ
ジ
プ
ト
の
「
死
者
の
裁
判
」
(
T
o
ten
g
er
ic
t
冥
界
の
王
オ
シ
リ
ス
○
の三
。
を
裁
判
長
と
す
⑨
る
四
十
二
柱
の
神
々
に
よ
る
)
は
、
死
者
の
死
後
の
幸
福
が
生
前
の
行
為
に
依
拠
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
る
が
、
加
え
て
消O.
-+
v
王
国
時
代
以
来
、
そ
れ
が
一
に
懸
っ
て
子
孫
の
態
度
(供
(O
p
fer
)
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
斯
か
る
思
想
の
中
に
、
家
族
法
の
原
初
的
な
基
本
原
則
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
宗
教
は
家
系
の
断
絶
を
断
乎
と
し
て
戒
め
、
あ
ら
ゆ
る
愛
情
や
自
然
の
権
利
は
こ
の
絶
対
律
に
従
う
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
死
者
の
憩
う
場
所
で
あ
る
墳
墓
の
設
定
は
、
祭
衵
場
所
の
設
定
と
共
に
、
家
族
と
土
地
と
の
不
可
分
な
関
係
を
創
出
し
た
。
即
ち
、
不
動
産
に
対
す
る
所
有
権
の
確
立
で
あ
る
。
死
者
の
安
眠
す
る
場
所
は
神
聖
に
し
て
譲
渡
不
可
能
で
あ
り
、
消
滅
時
効
に
掛
か
る
こ
と
も
な
い
。
但
し
、
古
代
人
の
思
想
か
ら
す
れ
ば
、
土
地
の
所
有
者
は
森
羅
万
象
を
統
治
し
給
う
神
に
帰
属
す
る
も
の
故
、
人
間
は
一
部
分
の
土
地
の
所
有
権
を
委
譲
さ
れ
、
用
益
権
的
な
権
利
を
行
使
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
土
地
に
対
す
る
所
有
権
は
、
そ
も
そ
も
世
襲
的
祭
衵
を
遂
行
す
る
為
に
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
斯
か
る
権
利
は
一
個
人
の
短
い
生
涯
と
共
に
消
滅
し
な
い
よ
う
馬
宗
教
は
そ
れ
自
体
と
所
有
権
と
を
存
続
・
継
承
す
る
こ
と
を
希
求
す
る
。
こ
こ
に
必
然
的
に
而
一165一
も
明
確
な
相
続
権
思
想
が
発
生
し
て
来
る
。
同
時
に
そ
れ
は
、
人
間
社
会
に
於
て
身
分
的
階
級
を
構
成
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
家
長
は
祭
儀
を
司
る
司
祭
で
あ
り
、
神
占
U
守
馘
9
江
o
口
(神
意
の
託
宣
O
蠢
犀
巴
)
を
示
す
神
の
代
理
・
仲
保
者
と
し
て
、
他
の
家
族
成
員
に
対
し
絶
対
的
権
威
を
有
し
、
財
産
そ
の
他
の
自
由
処
分
権
を
持
つ
。
そ
れ
を
　　v
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、
本
来
的
に
カ
リ
ス
h
C
h
a
rism
a
性
の
存
在
で
あ
る
が
、
実
際
そ
の
喪
失
に
伴
う
人
間
本
位
的
支
配
(神
を
人
間
の
内
面
で
偶
像
化
し
、
人
間
本
位
の
利
益
追
求
か
ら
な
さ
れ
る
支
配
)
が
幅
を
占
め
た
時
点
で
、
階
級
の
性
格
は
神
聖
な
る
も
の
か
ら
世
俗
化
し
た
も
の
に
変
容
す
る
。
つ
ま
り
、
社
会
規
範
の
源
泉
が
外
在
的
神
か
ら
人
間
の
内
在
的
自
己
中
心
の
判
断
に
摩
替
わ
る
。
こ
の
カ
リ
ス
マ
の
偽
証
性
と
エ
ゴ
的
欲
求
の
優
先
の
設
定
に
、
全
て
の
悪
指
向
の
起
源
が
あ
り
、
そ
の
結
果
宗
教
は
自
己
の
都
合
に
利
用
さ
れ
形
式
化
し
、
人
間
関
係
に
於
て
支
配
の
手
段
と
な
り
、
厄
介
な
俗
化
し
た
階
級
だ
け
が
残
存
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
家
長
権
所
属
の
始
源
に
は
従
来
よ
り
様
々
な
説
が
あ
る
。
一
般
に
「父
権
説
」
か
「母
権
説
」
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
言
え
ば
両
者
は
家
族
集
団
を
規
定
し
て
い
る
宗
教
的
・
社
会
的
・
経
済
的
諸
条
件
に
応
じ
て
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ス
タ
ー
⑫
ロ
マ
ー
ク
国
.
W
es
te
rm
a
rk
が
『人
間
の
結
婚
の
歴
史
』
に
於
て
、
母
権
制
の
父
権
制
へ
の
先
行
を
否
定
し
て
述
べ
た
如
く
、
野
蛮
未
開
社
会
で
の
夫
の
妻
に
対
す
る
扶
養
・
保
護
の
遂
行
能
力
の
評
価
は
、
一
般
に
了
解
し
易
い
処
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
宗
教
が
介
在
す
㈲
る
場
合
、
少
し
論
理
は
異
な
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
a
n
im
ism
に
於
て
超
自
然
的
力
に
由
来
す
る
呪
力
を
身
に
帯
び
た
シ
ャ
ー
h
/
sh
a
-
rn
a
n
が
そ
れ
で
あ
る
。
シ
ャ
ー
マ
ン
は
比
較
的
女
性
に
多
い
(巫
女
)
。
斯
か
る
カ
リ
ス
マ
性
の
存
在
は
、
そ
の
能
力
の
故
に
社
会
的
に
高
い
地
位
を
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
女
神
崇
拝
や
母
権
社
会
を
創
出
す
る
一
つ
の
要
素
に
成
り
得
る
。
ア
ー
リ
ア
>
q
o
人
侵
入
前
の
イ
ン
ド
の
先
住
民
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
D
ra
v
ida
人
は
最
初
母
権
社
会
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
共
同
体
の
守
護
神
は
女
神
で
あ
り
、
後
に
ア
ー
リ
ァ
人
が
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
人
と
混
血
も
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
は
シ
ヴ
ァ
o。
守
9
神
崇
拝
の
中
に
摂
な
お
取
さ
れ
る
。
後
代
の
『
マ
ヌ
の
法
典
』
(二
・
一
四
五
)
で
は
明
確
な
父
性
に
対
す
る
母
性
の
優
位
が
看
取
で
き
る
。
又
、
日
本
の
『古
事
記
』
に
記
載
さ
れ
た
天
照
大
神
は
女
性
神
で
一166一
あ
り
、
『魏
志
倭
人
伝
』
に
記
述
さ
れ
た
「倭
の
国
」
(日
本
)
の
邪
馬
台
国
と
云
う
三
十
許
り
の
小
国
群
を
統
合
し
て
い
た
女
王
卑
弥
呼
も
矢
張
り
そ
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
カ
リ
ス
マ
性
を
発
揮
し
⑯
て
い
る
。
日
本
の
場
合
、
母
権
制
で
は
な
か
っ
た
が
、
武
家
が
政
権
を
纂
奪
す
る
迄
の
社
会
に
於
て
、
女
性
は
男
性
に
比
し
て
劣
る
処
な
き
高
い
地
位
を
占
め
て
い
た
。
さ
て
、
父
権
の
確
立
し
た
家
共
同
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
地
位
と
権
力
及
び
財
産
は
男
性
の
長
子
に
継
承
さ
れ
、
弟
達
は
長
兄
に
対
し
恰
も
親
に
対
す
る
如
き
関
係
に
立
つ
。
女
性
が
継
承
の
権
利
か
ら
除
外
さ
れ
た
理
由
は
、
女
性
は
他
家
へ
嫁
ぎ
そ
の
家
の
為
に
子
孫
を
産
む
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
、
婚
姻
儀
式
に
際
し
嫁
ぎ
先
の
家
族
神
に
分
離
・
移
行
が
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
又
、
西
ア
ジ
ア
一
帯
で
は
祭
杷
に
携
わ
る
神
職
は
一
般
に
男
性
の
独
占
職
で
あ
っ
て
、
女
性
は
一
般
に
罪
深
き
穢
れ
た
存
在
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
斯
か
る
理
由
か
ら
も
女
性
に
相
続
資
格
は
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
。
『
二
人
の
兄
弟
の
..ti　　
話
』
等
エ
ジ
プ
ト
文
学
に
登
場
す
る
女
性
は
常
に
残
酷
、
虚
言
、
不
実
の
存
在
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
原
因
を
探
る
為
に
は
、
神
話
ζ
旨
げ
や
伝
,,
L
e
g
e
n
d
e
の
時
代
に
溯
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑱
『契
約
の
書
』
の
「創
世
記
」
の
始
め
に
は
、
所
謂
失
楽
園
の
物
語
が
記
述
さ
れ
て
い
る
(創
世
記
二
の
八
ー
三
の
二
四
)
。
そ
の
内
容
を
よ
り
詳
細
に
知
る
為
に
、
ギ
リ
シ
ア
語
訳
(七
〇
人
訳
)
の
『外
⑲
典
』
収
録
の
「
ア
ダ
ム
と
エ
バ
の
生
涯
」
及
び
「
モ
ー
セ
黙
示
録
概
説
」
と
対
比
考
察
し
て
み
る
と
、
一
つ
の
示
唆
が
得
ら
れ
よ
う
。
人
間
始
祖
(原
始
的
人
間
、
ゲ
ヌ
ス
・
ホ
モ
)
で
あ
る
男
性
ア
ダ
ム
と
エ
バ
は
、
一
匹
の
蛇
(
ロ
ゴ
ス
を
有
す
る
理
性
の
持
ち
主
)
の
誘
惑
に
よ
り
原
罪
を
犯
し
楽
園
を
放
逐
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
最
初
に
罪
を
犯
し
た
の
は
エ
バ
で
あ
り
、
而
も
エ
バ
は
ア
ダ
ム
を
も
堕
落
さ
せ
、
罪
の
繁
殖
を
為
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
拡
大
解
釈
す
れ
ば
、
全
人
類
に
原
罪
を
扶
植
し
た
張
本
人
は
エ
バ
で
あ
り
、
そ
の
行
為
の
結
果
故
に
、
人
類
は
苦
し
み
の
種
を
宿
し
た
こ
と
に
な
る
。
ギ
リ
シ
ア
神
鋤
話
の
パ
ン
ド
ー
ラ
ー
の
話
む
、
恐
ら
く
こ
の
辺
が
由
来
発
祥
元
で
あ
ろ
う
。
而
も
こ
の
考
え
方
は
後
代
に
継
承
さ
れ
一
つ
の
「教
訓
」
と
な
っ
て
、
次
の
段
階
と
し
て
女
性
全
体
に
該
当
さ
せ
る
現
象
を
生
み
出
す
。
斯
か
る
思
想
は
、
古
代
西
ア
ジ
ア
地
域
一
帯
に
散
見
さ
れ
、
特
に
ノ
ア
の
子
息
を
分
岐
点
と
し
て
言
語
で
分
類
さ
れ
た
、
セ
ム
語
一167一
系
と
ハ
ム
語
系
の
部
族
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
さ
て
、
家
(>(長
制
P
a
tria
rch
a
lism
u
s
を
確
立
し
た
大
家
族
に
も
、
や
が
て
分
家
が
形
成
さ
れ
て
く
る
。
宗
教
及
び
慣
習
上
、
分
家
は
宗
家
(本
家
)
の
庇
護
下
に
置
か
れ
、
宗
家
を
中
心
に
氏
族
G。箪
目
白
社
会
へ
と
拡
大
し
て
行
く
。
宗
家
は
分
家
に
、
土
地
及
び
農
具
等
の
生
産
手
段
と
生
産
用
具
を
分
配
貸
与
し
、
共
有
の
土
地
・
用
具
を
使
用
し
、
共
同
作
業
で
生
産
に
従
事
す
る
、
家
権
力
の
拡
大
分
散
化
に
由
る
共
同
体
社
会
の
形
成
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
--
M
.W
eb
er
,
.
　　
は
こ
れ
を
「家
産
制
b
9
訂
ぎ
o
巳
巴
尻
白
磊
」
的
支
配
と
呼
ん
だ
。
宗
教
的
・
血
縁
的
紐
帯
の
氏
族
共
同
体
は
、
地
縁
的
結
合
の
村
落
共
同
体
、
都
市
又
は
ノ
モ
ス
へ
と
拡
大
し
、
遂
に
は
統
一
連
合
王
国
へ
と
移
行
す
る
。
四
、
古
代
国
家
と
革
命
家
父
長
権
社
会
の
家
産
制
支
配
に
基
づ
く
拡
大
過
程
に
あ
っ
て
、
生
産
経
済
は
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
。
生
産
用
具
や
日
常
の
生
活
必
需
品
等
を
産
出
す
る
専
門
の
手
工
業
者
が
出
現
し
、
彼
等
は
食
料
生
産
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
己
の
労
働
領
域
を
確
立
し
て
行
っ
た
。
牧
蓄
や
農
業
収
獲
物
の
剰
余
生
産
物
と
の
交
換
を
通
し
分
業
化
が
拡
大
さ
れ
て
行
く
。
し
か
し
、
様
々
な
物
質
の
産
出
は
私
的
所
有
欲
を
か
き
立
て
、
他
者
と
の
利
害
衝
突
を
産
み
出
す
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
自
己
利
益
を
諸
事
に
最
優
先
さ
せ
よ
う
と
す
る
過
程
で
生
じ
て
来
る
の
が
、
社
会
に
於
け
る
支
配
-
服
従
H
errs
ch
a
ft
u
n
d
G
eh
or
sa
m
の
関
係
で
あ
る
。
ル
ソ
i
q
』
.R
o
u
ssea
u
は
『人
間
不
平
等
起
源
論
』
で
次
の
様
に
言
う
。
「
以
前
は
自
由
で
あ
り
独
立
で
あ
っ
た
人
間
が
、
い
ま
や
、
無
数
の
新
し
い
欲
求
の
た
め
に
、
い
わ
ば
、
自
然
全
体
に
、
と
り
わ
け
そ
の
同
胞
に
屈
従
す
る
よ
う
に
な
り
、
…
…
富
ん
で
い
れ
ば
同
胞
の
奉
仕
を
必
要
と
し
、
貧
し
け
れ
ば
そ
の
援
助
を
必
要
と
す
る
。
」
二
方
で
は
競
争
と
対
抗
意
識
と
、
他
方
で
は
利
害
の
対
立
と
、
つ
ね
に
他
人
を
犠
牲
に
し
て
自
分
の
利
益
を
得
よ
う
と
い
う
ひ
そ
か
な
欲
望
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
悪
が
私
有
の
最
初
の
効
果
で
あ
り
、
生
れ
た
ば
か
り
の
不
平
等
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
㈲
結
果
な
の
で
あ
る
。
」
斯
か
る
人
間
々
の
闘
争
は
、
分
業
が
も
た
ら
し
た
技
術
の
進
歩
に
よ
り
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
戦
術
の
変
革
に
拠
る
武
力
の
向
上
に
支
え
.:
ら
れ
て
、
他
民
族
征
服
・
支
配
を
繰
返
す
。
勢
力
の
優
勢
な
る
少
数
者
は
劣
勢
な
る
多
数
者
を
力
の
論
理
で
征
服
し
、
そ
の
奪
取
欲
は
際
限
な
く
拡
張
さ
れ
て
行
く
。
そ
こ
で
、
こ
の
権
力
の
永
続
と
そ
の
目
的
に
合
致
さ
せ
た
、
支
配
秩
序
の
為
に
は
制
度
が
必
要
と
な
る
。
即
ち
官
僚
制
度
切
母
o
ξ
9。
訌
①
が
そ
れ
で
あ
り
、
共
同
体
社
会
か
ら
国
家
形
態
へ
の
移
行
を
決
定
的
に
表
示
す
る
、
制
度
的
組
織
の
構
成
と
そ
の
基
盤
の
固
守
化
を
意
味
し
て
い
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
国
家
成
立
と
支
配
形
態
に
関
し
て
、
ヘ
ル
ベ
ル
ド
ボ
ル
ヒ
即
く
.B
o
r
th
は
次
の
様
に
簡
潔
明
瞭
に
説
明
し
て
い
る
。
「国
家
的
支
配
は
、
家
権
力
の
拡
大
に
他
な
ら
な
い
。
家
産
的
に
経
営
さ
れ
た
領
域
に
こ
そ
、
事
実
上
の
政
治
権
力
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
分
化
の
過
程
を
と
お
し
て
宮
廷
官
職
が
生
じ
、
さ
ら
に
こ
こ
か
ら
国
家
官
職
が
生
ず
る
。
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
、
家
産
官
㈱
僚
制
的
行
政
が
極
度
に
達
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
確
か
に
エ
ジ
プ
ト
は
、
古
王
国
時
代
よ
り
優
れ
て
中
央
集
権
化
し
た
、
国
王
統
治
の
家
産
官
僚
制
度
を
保
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
時
に
斯
か
る
支
配
の
維
持
存
続
に
対
す
る
宗
教
の
関
与
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
會
て
の
家
共
同
体
の
呪
術
主
義
的
な
家
族
神
や
祖
先
崇
拝
は
、
家
産
制
的
に
拡
大
さ
れ
た
共
同
体
相
互
の
結
合
に
よ
り
、
共
通
の
信
仰
基
盤
の
形
成
か
ら
都
市
神
・
連
合
国
家
神
へ
と
移
行
す
る
(国
家
神
に
あ
っ
て
は
、
統
治
下
の
地
域
ご
と
の
神
々
を
吸
収
す
る
た
め
、
勢
い
崇
拝
す
る
神
・
ト
ー
テ
ム
は
複
数
に
な
り
易
い
)。
神
職
は
選
別
さ
れ
た
祭
司
達
に
委
ね
ら
れ
、
高
位
の
階
級
を
形
成
す
る
。
ち
ょ
う
ど
古
代
家
族
の
家
長
が
、
世
襲
的
祭
司
職
に
就
い
て
、
そ
の
存
在
価
値
と
血
統
及
び
儀
衵
上
の
役
割
故
に
そ
の
地
位
を
保
持
で
き
た
如
く
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
拡
大
化
さ
れ
た
古
代
国
家
の
中
⑫の
核
に
位
置
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
支
配
秩
序
は
常
に
君
主
の
宗
教
的
権
威
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
古
王
国
の
王
(初
代
)
ナ
ル
メ
ル
N
a
rm
er
は
、
テ
ィ
ニ
ス
地
方
の
守
護
神
で
あ
る
鷹
神
ホ
ル
ス
国
○
把
ω
の
化
身
と
さ
㈱
れ
た
。
一
方
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
王
ハ
ン
ム
ラ
ビ
国
9。
旨
日
珪
9・
甘
の
時
代
、
シ
ュ
メ
ー
ル
の
神
々
が
多
数
存
在
し
て
い
た
が
(
例
え
ば
、
エ
⑫①
ン
リ
ル
国
巳
鵠
'
p.
M
A
n
u
等
)
、
シ
ュ
メ
ー
ル
は
王
を
エ
ジ
プ
ト
の
如
く
神
の
化
身
、
換
言
す
れ
ば
受
肉
H鳥
霞
昌
p
江
o
口
と
は
見
て
お
ら
ず
、
王
権
神
授
の
考
え
か
ら
、
神
人
分
離
を
唱
え
て
い
る
点
や
や
異
な
る
。
つ
ま
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
場
合
は
、
自
ら
を
神
と
す
る
一169一
限
り
は
自
身
の
カ
リ
ス
マ
性
を
実
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
場
合
は
、
王
は
神
託
を
祭
司
又
は
自
ら
の
祈
り
や
儀
式
に
よ
り
授
与
さ
れ
た
る
証
し
を
、
実
績
を
積
み
示
す
こ
と
で
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
に
立
っ
て
こ
そ
、
官
僚
制
支
配
に
於
け
る
行
政
幹
部
の
忠
誠
心
を
獲
得
し
、
各
幹
部
成
員
と
王
と
の
連
帯
関
係
を
固
め
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
れ
が
カ
リ
ス
マ
的
支
配
体
制
の
大
き
な
弱
点
で
も
あ
る
。
事
実
、
あ
の
強
大
な
権
力
を
誇
示
し
た
古
王
国
は
、
こ
の
一
点
を
契
機
と
し
て
時
代
の
幕
を
閉
じ
た
。
そ
こ
で
、
若
干
長
く
な
る
が
、
そ
の
崩
壊
過
程
に
つ
い
て
㈲
説
明
し
て
お
き
た
い
。
古
王
国
時
代
の
第
四
王
朝
末
期
(前
二
五
〇
〇
年
頃
)
、
従
来
神
に
由
来
す
る
純
血
保
持
か
ら
王
族
内
の
結
婚
が
慣
令
で
あ
っ
た
が
、
王
シ
ェ
プ
セ
ス
カ
フ
S
h
ep
sesk
a
f
の
治
世
下
、
初
め
て
王
女
と
高
官
の
婚
姻
が
執
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
機
に
神
王
族
の
純
血
は
破
ら
れ
、
王
は
俗
化
し
た
面
を
露
呈
し
た
た
め
に
、
周
り
の
高
官
達
に
、
自
分
達
で
あ
っ
て
も
王
族
と
同
等
の
地
位
を
掌
握
で
き
る
と
の
自
負
心
を
植
え
付
け
て
し
ま
っ
た
。
絶
対
的
官
僚
制
度
の
崩
壊
が
始
ま
る
。
王
の
直
接
委
任
を
必
要
と
し
た
一
身
専
属
的
官
職
は
、
独
立
心
を
有
す
る
高
官
達
の
世
襲
化
の
要
求
に
晒
さ
れ
る
。
第
六
王
朝
以
後
、
次
々
と
世
襲
化
し
た
州
知
事
は
行
財
政
を
自
ら
の
官
僚
で
司
り
、
州
候
の
割
拠
状
態
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
。
時
代
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
変
革
さ
れ
る
時
期
に
あ
っ
た
。
巨
大
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
造
に
伴
う
国
富
の
著
し
い
消
費
。
国
王
よ
り
授
与
さ
れ
た
指
定
土
地
を
死
後
の
供
養
の
為
に
確
保
す
る
葬
祭
財
団
の
増
加
。
葬
祭
財
団
は
高
官
貴
族
に
与
え
ら
れ
た
土
地
で
、
彼
等
の
貢
納
・
賦
役
が
免
除
さ
れ
る
特
権
を
持
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
広
大
な
土
地
が
租
税
収
入
か
ら
免
除
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
補
足
す
る
為
の
し
わ
寄
せ
と
し
て
、
下
層
農
民
に
重
い
租
税
負
担
が
課
せ
ら
れ
、
彼
等
の
不
満
を
蓄
積
す
る
結
果
と
な
っ
て
行
っ
た
。
一
方
、
力
を
持
っ
た
地
方
の
高
官
達
は
、
各
地
に
所
有
地
を
有
す
る
と
共
に
、
陶
工
・
石
工
・
織
工
・
金
細
工
師
等
の
国
家
形
成
過
程
で
増
加
し
て
来
た
社
会
的
分
業
の
整
備
に
よ
り
、
経
済
基
盤
を
着
実
に
固
め
つ
つ
あ
っ
た
。
斯
か
る
社
会
状
勢
の
中
、
ペ
ピ
1
1世
P
e
p
iII
が
死
ぬ
や
否
や
革
命
が
勃
発
す
る
。
そ
の
主
体
は
、
門
番
・
洗
濯
人
・
鳥
刺
し
・
パ
ン
職
人
・
ビ
ー
ル
職
人
・
菓
子
職
人
・
給
仕
・
使
丁
等
、
H
w
rw
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と
呼
ば
れ
た
下
層
市
民
で
あ
り
、
農
奴
や
奴
隷
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
事
件
を
、
イ
プ
エ
ル
Ip
w
-w
r
は
『
訓
戒
』
の
中
に
書
き
記
し
て
い
る
。
「
見
よ
、
か
っ
て
起
っ
た
こ
と
の
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
王
が
反
徒
に
追
わ
れ
た
の
だ
。
…
…
政
治
を
知
ら
な
い
一.群
の
人
々
に
よ
っ
て
、
国
土
が
王
の
手
よ
り
奪
わ
れ
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
…
…
王
都
は
互
礫
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
」
(七
・
一
-
四
)
。
「
倉
庫
は
万
人
の
共
有
財
産
」
(
十
・
三
)
と
し
て
分
配
さ
れ
(九
・
三
ー
四
)
、
「
あ
の
『気
高
き
評
議
会
』
の
秩
序
は
俗
化
し
た
。
…
…
大
い
な
る
法
廷
に
(自
由
に
)
出
入
り
す
る
。
」
(六
・
九
ー
十
二
)
。
二
足
の
サ
ン
ダ
ル
さ
え
作
れ
な
か
っ
た
者
が
、
(
今
で
㈱
は
)
富
の
所
有
者
だ
。
」
(二
・
四
-
五
)
。
王
権
や
所
有
権
が
、
最
早
神
聖
不
可
侵
の
も
の
で
な
く
な
り
、
神
々
の
賜
物
と
い
う
信
仰
が
崩
壊
し
出
す
と
同
時
に
、
各
自
は
自
己
の
欲
望
し
か
顧
み
る
こ
と
は
な
い
。
虚
偽
で
固
め
た
カ
リ
ス
マ
の
化
の
皮
は
自
然
と
剥
れ
て
来
る
。
世
俗
的
欲
望
に
執
着
し
、
政
治
を
蔑
ろ
に
し
て
、
人
民
を
抑
圧
す
る
権
力
者
の
末
路
は
斯
の
如
し
で
あ
る
。
こ
の
古
王
国
の
社
会
革
命
が
、
そ
の
後
の
エ
ジ
プ
ト
及
び
周
辺
地
域
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
そ
れ
は
思
想
面
に
顕
著
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
神
王
の
権
威
失
墜
は
、
王
権
観
を
変
容
さ
せ
、
會
て
の
神
の
化
身
(受
肉
)
で
あ
っ
た
王
も
又
、
人
間
で
あ
り
誤
り
を
犯
す
存
在
で
あ
っ
て
、
人
民
の
批
判
の
対
象
に
な
り
得
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
。
㈲
棺
柩
文
O
o
窪
昌
目
Φ蓉
は
、
神
は
人
間
を
平
等
に
創
造
し
給
い
、
こ
の
原
則
を
破
棄
す
る
の
は
常
に
人
間
の
側
で
あ
る
と
の
責
任
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
平
等
思
想
の
崩
芽
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
王
は
造
物
主
た
る
神
に
よ
り
、
全
人
類
を
監
督
す
る
見
張
り
人
で
あ
り
、
㈹
死
後
の
永
生
は
生
前
の
国
政
に
於
け
る
マ
ァ
ト
(正
義
B
9
騨
)
に
依
拠
し
て
、
人
民
を
統
治
し
、
王
の
義
務
を
施
行
し
て
初
め
て
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
述
の
「死
者
の
裁
判
」
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た
。更
に
マ
ア
ト
の
施
行
に
関
し
て
、
古
王
国
末
期
以
降
、
独
立
自
治
の
傾
向
を
示
し
て
い
た
州
候
達
は
革
命
後
の
政
策
の
上
で
、
下
層
市
㈹
民
(貧
困
階
級
)
に
対
し
、
カ
リ
テ
ー
ト
囚
巴
鼠
け
、
即
ち
愛
の
倫
理
、
恩
恵
を
施
す
と
い
う
救
済
思
想
に
基
づ
く
倫
理
規
範
を
強
調
し
始
め
る
。
新
王
国
時
代
の
書
記
官
ア
メ
ネ
モ
ペ
〉
日
魯
Φヨ
o
b
Φ
が
規
定
し
た
倫
理
規
範
に
は
、
貧
困
者
に
対
す
る
搾
取
の
禁
止
(
ア
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メ
ネ
モ
ペ
一
四
・
五
-
八
)
、
寡
婦
の
土
地
(
財
産
)
侵
害
の
禁
止
(
ア
メ
ネ
モ
ペ
・
七
・
一
二
ー
一
六
)
、
盲
人
や
小
人
へ
の
茂
視
の㈹
戒
め
(
ア
メ
ネ
モ
ペ
ニ
四
・
九
ー
一
四
)
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
屋
形
禎
亮
は
、
州
侯
の
カ
リ
テ
ー
ト
的
政
策
に
つ
い
て
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。
「州
侯
た
ち
は
、
『小
人
』
(ネ
ジ
ェ
ス
昌
19
。
)
に
恩
恵
を
施
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
独
立
政
策
の
支
持
者
を
広
汎
に
獲
得
し
、
ま
た
自
立
し
た
小
地
域
の
経
済
力
を
も
確
保
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
『社
会
革
命
』
は
こ
れ
ら
『庶
民
』
の
社
会
的
地
位
を
㈹
現
実
上
か
ら
も
思
想
上
か
ら
も
向
上
さ
せ
た
。
」
(
こ
の
場
合
の
「
小
人
」
と
は
、
既
述
の
革
命
主
体
た
る
下
層
市
民
を
指
称
)。
だ
が
、
今
一
つ
宗
教
上
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
彼
等
州
侯
達
は
貧
困
者
の
呪
い
に
畏
怖
の
念
を
抱
い
て
い
た
点
も
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
㈲
が
具
現
化
し
た
の
が
『死
者
の
書
』
(
一
二
五
章
)
な
の
で
あ
る
。
死
に
際
し
ミ
イ
ラ
と
共
に
添
附
さ
れ
、
誰
に
も
貧
困
・
不
幸
・
飢
餓
等
を
与
え
な
か
っ
た
と
の
、
神
々
に
対
す
る
告
白
文
と
確
証
文
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
う
し
て
革
命
以
後
生
じ
た
諸
々
の
思
想
変
革
を
見
る
と
、
革
命
そ
の
も
の
が
、
当
時
の
社
会
的
状
況
に
帰
因
す
る
必
然
的
な
帰
結
だ
っ
た
と
し
て
も
、
長
い
人
類
歴
史
の
初
期
の
産
物
と
し
て
見
た
場
合
、
そ
れ
以
上
に
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
重
大
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
を
証
明
し
て
く
れ
る
最
初
の
も
の
は
、
地
理
的
に
近
接
す
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や
、
エ
ジ
プ
ト
の
支
配
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
、
同
時
期
以
後
の
動
向
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
れ
ら
両
地
域
の
社
会
と
思
想
を
中
心
に
論
を
進
め
て
行
き
た
い
。
五
、
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
正
義
と
法
古
王
国
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
に
は
奴
隷
が
少
数
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
か
な
り
の
数
が
存
在
し
、
売
買
交
換
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
社
会
を
基
底
し
て
い
た
奴
隷
制
と
は
異
な
り
、
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
経
済
は
ワ
ル
ド
ゥ
ム
(男
の
奴
隷
≦
胃
含
ヨ
)
で
は
な
く
、
ア
ウ
ィ
ル
ム
(貴
族
・
自
由
民
9
註
一
日
)
の
下
層
市
民
、
あ
る
い
は
ム
シ
ュ
ケ
ヌ
ム
(
平
民
・
;
自
-●
民
m
u
s
h
k
e
n
u
m
)
集
団
か
ら
の
収
奪
㈲
の
上
に
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、
奴
隷
購
入
は
非
経
済
的
で
あ
り
、
衣
食
の
供
給
や
病
身
看
護
、
老
齢
化
し
た
労
働
力
の
扶
養
と
な
る
と
、
全
て
所
有
者
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
又
奴
隷
価
格
そ
の
も
の
も
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
。
奴
隷
の
利
点
と
言
え
ば
、
所
有
者
が
労
働
市
場
で
の
労
働
力
の
不
安
定
供
給
に
左
右
さ
れ
ず
に
済
む
こ
と
と
、
奴
隷
労
働
力
を
貸
借
す
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。
奴
隷
そ
の
も
の
の
性
質
は
古
代
ロ
ー
マ
時
代
と
変
わ
る
と
こ
ろ
な
く
、
彼
等
は
生
き
た
家
財
で
あ
り
、
所
有
・
売
買
・
贈
与
の
対
象
で
あ
っ
た
。
バ
ン
ム
ラ
ピ
王
時
代
は
、
斯
か
る
高
価
な
奴
隷
の
購
入
よ
り
も
、
鋤
主
と
し
て
雇
用
契
約
制
度
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
即
ち
土
地
所
有
者
と
の
労
働
契
約
に
よ
っ
て
、
労
働
力
を
提
供
し
、
そ
の
報
酬
と
し
て
賃
金
(銀
に
よ
る
「賃
借
料
」
そ
の
他
)
を
受
け
取
る
労
働
者
、
所
謂
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
p
r
olera
rir
の
始
源
形
態
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
(労
働
力
の
商
品
化
)
。
こ
の
契
約
書
に
は
主
な
労
働
条
件
が
銘
記
さ
れ
、
勤
務
期
間
、
作
業
内
容
、
報
酬
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
労
働
力
の
貸
し
手
は
、
借
り
手
の
経
済
外
的
強
制
に
よ
ら
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
貸
す
と
い
う
法
的
な
労
働
契
約
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
小
経
営
の
所
有
者
の
み
な
ら
ず
、
王
自
身
も
運
河
や
提
防
建
築
等
の
公
共
事
業
に
於
て
、
斯
か
る
雇
用
労
働
者
を
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
又
、
正
規
の
雇
用
労
働
者
の
他
に
旦
雇
い
労
働
者
も
存
在
し
て
㈹
い
た
こ
と
が
、
労
働
証
の
発
堀
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
、
古
王
国
エ
ジ
プ
ト
の
革
命
後
の
現
象
と
し
て
看
取
さ
れ
た
マ
ア
ト
(正
義
)
の
思
想
は
、
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
て
は
法
律
に
成
文
化
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
著
名
な
ハ
ン
ム
ラ
ビ
王
の
法
規
集
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
の
序
文
は
以
下
の
如
く
記
し
て
い
る
。
「私
は
敬
虔
な
者
、
…
…
シ
ュ
メ
ー
ル
と
ア
ッ
カ
ド
の
国
土
に
光
を
昇
ら
せ
る
バ
ビ
ロ
ン
の
太
陽
、
…
…
人
々
に
正
義
を
与
え
る
た
め
に
マ
ル
ド
ゥ
ク
神
が
私
を
指
導
者
と
し
て
任
命
な
さ
っ
た
と
き
、
私
は
法
と
正
義
を
国
土
に
導
い
て
、
人
々
を
富
み
栄
え
さ
せ
㈹
た
。
」
古
王
国
崩
壊
後
、
中
王
国
成
立
迄
の
第
一
中
間
期
は
前
二
三
〇
〇
年
頃
～
前
二
〇
六
五
年
で
あ
り
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
王
が
支
配
権
を
掌
握
し
た
の
が
前
一
七
九
二
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
革
命
後
の
影
響
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
於
て
表
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
証
明
と
な
る
の
が
こ
の
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
で
あ
る
。
序
文
は
続
い
て
こ
う
述
べ
る
。
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「正
義
を
国
中
に
顕
に
し
、
邪
な
者
と
悪
い
者
と
を
根
絶
し
、
㈲
強
者
か
ら
弱
者
が
権
利
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
さ
せ
…
…
」
こ
れ
は
下
層
市
民
に
よ
る
抵
抗
・
反
乱
、
換
言
す
れ
ば
革
命
を
危
惧
し
た
結
果
出
た
言
葉
と
解
釈
で
き
る
。
更
に
結
び
文
で
は
次
の
様
に
加
え
て
い
る
。
「国
土
の
同
胞
我
が
守
護
霊
と
と
も
に
私
は
か
れ
ら
を
無
事
の
う
ち
に
い
た
わ
り
、
わ
が
知
恵
に
か
け
て
か
れ
ら
を
厚
く
保
護
す
る
。
強
者
が
弱
者
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
に
、
孤
児
と
寡
婦
と
に
正
義
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
私
は
ア
ヌ
神
と
エ
ン
リ
ル
神
と
が
そ
の
頭
を
高
く
か
か
げ
て
く
だ
さ
っ
た
都
バ
ビ
ロ
ン
で
、
国
土
の
法
を
正
す
た
め
に
、
私
は
私
の
す
ば
ら
し
い
言
葉
を
石
碑
に
書
き
つ
け
て
『正
義
の
王
』
と
(名
づ
け
ら
れ
た
)
私
の
像
の
前
に
と
り
つ
㈲
け
た
。
」
こ
の
結
文
も
又
、
エ
ジ
プ
ト
革
命
の
産
物
と
土
ハ通
し
て
い
る
。
即
ち
、
平
等
思
想
と
カ
リ
テ
ー
ト
的
救
済
思
想
及
び
必
要
以
上
に
強
調
さ
れ
た
マ
ァ
ト
の
思
想
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
革
命
が
も
た
ら
し
た
影
響
は
、
か
な
り
広
範
囲
に
波
及
し
た
と
理
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
国
家
支
配
の
原
理
は
、
最
早
カ
リ
ス
マ
的
支
配
の
弱
体
化
し
た
部
分
を
露
呈
し
、
被
支
配
者
層
に
対
す
る
何
ら
か
の
譲
歩
策
を
講
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
力
関
係
に
微
妙
な
変
化
が
生
じ
た
と
言
え
る
。
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
は
各
地
の
即
存
の
法
令
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
(例
え
ば
、
ア
ム
ル
人
の
慣
習
法
・
,
.　
　
シ
ュ
メ
ー
ル
法
・
ア
ッ
カ
ド
法
等
)
。
だ
が
、
そ
の
序
文
及
び
結
文
は
、
明
ら
か
に
ハ
ン
ム
ラ
ビ
自
身
が
命
じ
刻
ま
せ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
は
こ
れ
を
革
命
後
の
エ
ジ
プ
ト
で
生
じ
た
思
想
(政
策
・
宗
教
倫
理
上
の
)
を
念
頭
に
据
え
て
宣
布
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
マ
ア
ト
思
想
が
法
の
淵
源
に
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
法
的
安
定
性
(社
会
の
共
同
生
活
に
対
し
秩
序
と
安
寧
と
平
和
を
も
た
ら
す
法
的
価
値
の
安
定
)
と
共
に
、
正
義
を
実
現
せ
ん
と
す
る
の
も
又
法
の
目
的
で
あ
る
。
古
代
人
、
取
分
け
オ
リ
エ
ン
ト
地
方
で
は
、
一
般
に
法
や
正
義
は
人
智
を
超
越
し
た
世
界
、
神
々
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
た
。
こ
れ
を
自
然
法
N
a
tu
r
R
ech
t
と
言
う
が
、
斯
か
る
宗
教
的
法
律
は
絶
対
的
価
値
を
有
し
、
強
制
力
を
伴
い
な
が
ら
対
象
の
内
的
規
範
に
強
烈
に
作
用
す
る
。
信
仰
を
媒
介
と
し
な
が
ら
対
象
者
の
主
体
的
受
容
態
度
、
あ
る
い
は
当
為
(あ
る
べ
き
態
度
ω
○
臣
口
)
を
形
成
し
て
行
く
。
こ
一174一
の
宗
教
法
が
正
義
法
で
あ
る
か
悪
法
で
あ
る
か
の
判
断
は
、
宗
教
自
体
の
是
非
か
ら
と
な
る
と
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
取
分
け
、
宗
教
法
が
世
俗
化
し
た
国
家
権
力
者
の
支
配
に
利
用
さ
れ
た
場
合
、
実
効
性
を
付
与
さ
れ
た
法
は
勢
い
悪
法
と
化
し
て
、
政
策
上
の
我
欲
的
意
図
に
緊
縛
さ
れ
た
も
の
に
な
る
。
例
え
ば
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
は
、
確
か
に
古
代
法
特
有
の
呪
法
的
性
格
を
規
定
し
て
い
る
が
、
殆
ど
実
定
⑫
法
m
a
terielles
R
ect
に
関
し
た
私
法
的
な
規
定
を
し
て
い
る
点
で
、
従
来
の
法
令
と
の
劃
期
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
支
配
者
の
利
益
を
守
る
為
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
、
先
に
引
用
し
た
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
の
序
文
に
言
う
「強
者
か
ら
弱
者
が
権
利
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
」
と
、
結
文
の
「強
者
が
弱
者
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
に
」
の
記
述
を
対
比
し
て
み
る
と
、
「強
者
」
と
「弱
者
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
両
文
に
於
て
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
序
文
の
場
合
は
、
明
ら
か
に
階
層
的
支
配
ー
被
支
配
の
社
会
関
係
を
指
称
し
て
い
る
が
、
結
文
の
語
義
の
弱
者
は
広
く
社
会
的
に
見
て
弱
い
立
場
に
あ
る
、
後
述
の
「孤
児
と
寡
婦
」
と
云
っ
た
人
々
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
類
推
的
に
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
マ
ア
ト
は
常
に
階
級
闘
争
国
一9。
のの㊦鼻
餌
ヨ
讐
の
緩
和
の
為
に
作
用
し
、
身
分
的
.
経
済
的
に
階
層
間
の
差
を
縮
少
す
る
目
的
を
持
つ
(生
活
利
益
の
配
分
的
正
義
)
が
、
同
時
に
国
家
を
構
成
す
る
成
員
の
保
護
を
命
ず
る
。
そ
れ
は
飽
迄
も
カ
リ
テ
ー
ト
、
即
ち
王
の
恩
寵
・
慈
愛
の
救
済
措
置
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
こ
に
も
革
命
後
の
エ
ジ
プ
ト
思
想
の
影
響
を
色
濃
く
伝
え
て
い
る
。
で
は
、
具
体
的
に
、
結
文
に
銘
記
ぬ
さ
れ
た
「孤
児
と
寡
婦
」
の
保
護
・
救
済
E
rl�
su
n
g
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
寡
婦
と
は
、
古
代
法
に
は
年
齢
制
限
は
な
い
の
で
一
般
に
夫
に
先
立
た
れ
た
配
偶
者
(正
妻
・
第
一
夫
人
)
を
指
称
し
て
い
る
。
「か
の
女
の
持
参
金
お
よ
び
夫
が
か
の
女
に
与
え
て
文
書
に
か
の
女
の
も
の
と
書
き
記
し
た
婚
姻
の
贈
り
物
と
を
保
持
し
、
夫
の
家
に
住
み
続
け
る
。
か
の
女
が
生
き
て
い
る
限
り
は
そ
の
用
益
が
許
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
売
り
払
っ
て
は
な
ら
な
い
。
か
の
女
の
死
㈲
後
は
か
の
女
の
子
供
ら
に
所
属
す
る
」
(
一
七
一
条
)。
ぬ
つ
ま
り
、
救
済
主
体
国
二
〇
ω霞
た
る
神
々
と
そ
の
権
能
を
授
与
さ
れ
た
る
王
に
、
本
来
的
に
所
有
権
が
帰
属
す
る
が
、
か
の
女
に
用
益
権
を
付
与
し
、
土
地
(不
動
産
)
を
没
収
せ
ず
、
そ
の
権
利
を
承
認
す
る
こ
と
自
体
が
神
々
と
王
の
カ
リ
テ
ー
ト
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
一175一
る
。
こ
れ
に
よ
り
寡
婦
は
既
得
財
産
の
侵
害
(1
一
般
的
正
義
の
侵
害
)
を
排
徐
し
、
生
活
手
段
を
確
保
で
き
た
。
因
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
、
寡
婦
の
救
済
・
保
護
と
し
て
、
一
人
の
男
が
子
供
の
な
い
妻
を
後
に
残
し
て
死
ん
だ
場
合
、
男
の
兄
弟
が
寡
婦
と
な
っ
た
そ
の
妻
と
婚
姻
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
(申
命
記
二
五
の
五
ー
十
、
創
㈲
世
紀
三
八
)。
こ
れ
を
レ
ヴ
ィ
ラ
ー
ト
婚
と
言
う
。
次
に
孤
児
に
関
し
て
は
、
養
子
縁
組
制
度
を
起
用
し
、
そ
の
手
続
は
特
定
の
形
式
の
文
書
に
よ
り
執
行
わ
れ
た
。
あ
る
人
が
児
童
を
迎
え
入
れ
て
養
育
し
た
場
合
、
実
の
親
で
あ
っ
て
も
こ
の
養
父
に
対
す
る
対
抗
要
件
は
な
く
、
法
的
に
そ
の
児
童
の
返
還
を
要
求
で
き
な
か
っ
た
(
一
八
五
条
)
。
但
し
、
養
凝価
が
自
ら
実
の
親
を
捜
索
す
る
場
合
は
別
で
あ
る
(
一
八
六
条
)。
孤
児
に
対
す
る
法
的
規
定
の
由
来
は
、
譬
え
王
が
そ
の
カ
リ
テ
ー
ト
を
強
調
し
よ
う
と
も
、
何
も
そ
れ
が
全
て
と
言
う
訳
で
は
な
い
。
寧
ろ
、
政
策
上
の
も
の
で
あ
る
。
国
家
を
形
成
す
る
家
族
の
存
続
と
い
う
面
か
ら
す
れ
ば
、
相
続
人
不
在
の
家
族
を
無
く
す
こ
と
に
努
め
る
の
は
必
然
的
な
目
標
で
あ
る
。
又
世
襲
的
宗
教
の
断
絶
を
禁
止
す
る
意
味
に
於
て
も
、
家
系
の
保
護
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
古
代
法
に
は
独
身
を
禁
じ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
キ
ケ
ロ
の
法
制
論
は
ロ
ー
マ
市
民
に
独
身
を
禁
じ
、
ス
パ
ル
タ
の
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
律
法
は
結
婚
し
な
い
男
に
重
刑
を
科
し
て
い
る
。
次
代
を
担
う
子
孫
の
再
生
産
を
保
護
し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
計
る
の
も
国
家
の
役
割
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
経
済
面
に
絞
れ
ば
、
そ
れ
は
生
産
活
動
に
於
け
る
労
働
力
の
確
保
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
斯
か
る
養
子
縁
組
制
度
が
カ
リ
テ
ー
ト
を
発
揮
す
る
場
合
が
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
奴
隷
に
と
っ
て
は
殆
ど
唯
]
と
言
っ
て
い
い
程
、
そ
の
身
分
的
境
遇
か
ら
の
解
放
F
reila
ssu
n
g
.
救
済
主
段
と
成
り
得
た
の
で
あ
る
。
養
子
縁
組
成
立
に
伴
う
奴
隷
身
分
か
ら
の
解
放
は
、
親
権
取
得
者
の
実
子
に
な
る
こ
と
で
実
現
し
た
。
但
し
、
解
放
奴
隷
の
待
遇
は
、
養
父
母
に
依
り
左
右
さ
れ
、
彼
等
に
絶
対
的
に
服
従
す
る
よ
う
強
要
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
隷
属
的
関
係
が
残
存
す
る
が
、
そ
れ
で
も
長
子
と
し
て
の
特
権
を
付
与
さ
れ
得
る
こ
と
の
意
義
の
方
が
大
き
か
っ
た
。
幸
運
に
も
良
き
主
人
に
巡
り
会
え
た
解
放
奴
隷
は
、
主
人
の
カ
リ
テ
ー
ト
を
実
親
の
愛
情
の
如
く
亨
受
で
き
た
し
、
更
に
主
人
か
ら
も
、
家
か
ら
も
解
放
さ
れ
dm
-●
F
reih
eit
を
獲
得
し
得
た
ケ
ー
ス
が
、
ト
ト
メ
ス
一176一
三
世
治
世
下
(前
一
五
〇
五
年
～
前
一
四
五
〇
年
)
の
新
王
国
時
代
㈹
の
エ
ジ
プ
ト
に
於
て
実
在
し
た
と
い
う
記
緑
が
残
さ
れ
て
い
る
。
六
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
カ
リ
テ
ー
ト
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
は
父
系
的
出
自
集
団
で
あ
り
、
ベ
ー
ス
・
ア
ポ
ー
ス
(父
の
{}　
b
a
th
'a
b
o
th
)
と
呼
ば
れ
る
諸
家
族
共
同
体
を
単
位
と
し
て
編
成
さ
れ
て
い
る
。
父
処
居
住
拡
大
家
族
の
分
肢
で
あ
る
ミ
シ
ュ
パ
ー
ハ
ー
(氏
族
m
ish
p
a
ch
a
)
Q
成
員
は
他
の
成
員
に
対
し
て
互
州
的
な
責
任
を
負
い
、
所
謂
、
共
同
体
社
会
の
特
徴
と
し
て
の
親
族
相
救
の
私
的
扶
養
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
独
自
の
宗
教
規
範
に
基
づ
か
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
既
述
の
レ
ヴ
ィ
ラ
ー
ト
婚
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
王
国
成
立
以
前
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ミ
シ
ュ
パ
ー
ハ
ー
の
上
位
に
立
つ
シ
ェ
ー
ベ
ト
(部
族
。゚魯
Φげ
9
)
の
連
合
か
ら
成
る
ア
ン
フ
ィ
ク
チ
オ
ニ
ー
(宗
教
連
合
)
を
形
成
し
誓
約
共
同
体
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
即
ち
、
共
同
体
の
中
核
を
な
す
も
の
は
契
約
Uu
①ユ
昏
で
㈲
あ
り
、
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
J
a
h
w
�
と
人
間
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
神
聖
に
し
て
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
法
、
儀
式
に
因
っ
て
結
ば
れ
た
る
神
秘
的
概
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
ー
セ
ζ
o
。
Φ
。
の
カ
リ
ス
マ
的
権
能
を
継
承
し
た
ヨ
シ
ュ
ア
q
?
㈹
su
a
N
よ
り
、
預
言
成
就
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
カ
ナ
ー
ン
の
土
地
に
は
、
ミ
シ
ュ
パ
ー
ハ
ー
の
共
同
体
的
占
取
権
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
籖
引
き
に
よ
り
出
自
仲
間
に
分
配
さ
れ
た
。
斯
か
る
共
同
体
社
会
に
於
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
出
自
の
所
有
が
個
人
の
法
の
源
泉
な
の
で
あ
る
。
土
地
分
配
後
の
シ
ェ
ー
ベ
ト
集
会
で
交
さ
れ
た
シ
ケ
ム
の
㈲
誓
い
に
由
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
十
二
部
族
の
ア
ン
フ
ィ
ク
チ
オ
ニ
ー
が
成
立
す
る
。
彼
等
は
エ
ジ
プ
ト
支
配
か
ら
の
離
脱
後
の
長
い
移
動
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、
遂
に
定
住
農
耕
生
活
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
(
ヨ
シ
ュ
ア
記
二
四
)。
だ
が
、
あ
の
神
の
前
に
平
等
の
地
位
を
亨
受
し
て
い
た
ブ
ル
ー
ダ
ー
シ
ャ
フ
ト
(同
胞
社
会
ゆ
急
Ω
①お
魯
9
津
)
は
、
定
住
を
機
に
徐
々
に
亀
裂
を
深
め
て
行
く
。
都
市
に
住
ん
だ
ナ
ー
シ
ー
(世
襲
カ
リ
㈲
ス
マ
的
領
主
N
a
si'
)
と
そ
れ
を
支
え
る
大
氏
族
の
長
老
達
、
そ
の
他
の
門
閥
貴
族
が
有
力
と
な
っ
て
市
外
地
を
支
配
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
所
有
地
を
拡
大
し
、
小
作
奴
隷
や
隷
民
か
ら
レ
ン
テ
(諸
年
貢
)
収
入
を
搾
取
し
、
誓
約
共
同
体
の
中
核
を
成
し
た
農
民
一177一
達
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
部
族
内
に
あ
っ
て
平
民
層
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
二
部
族
連
合
支
配
が
、
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
行
く
ポ
リ
ス
的
社
会
形
態
に
於
て
世
俗
化
し
て
行
く
一
方
、
周
辺
の
近
隣
諸
民
族
は
君
主
国
家
体
制
を
既
に
確
立
し
優
勢
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
に
脅
威
を
5D
感
じ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
ペ
リ
シ
テ
ん
ど
の
戦
闘
を
契
機
と
し
て
、
強
力
な
軍
隊
と
国
家
を
切
望
す
る
よ
う
に
な
る
(サ
ム
エ
ル
紀
上
八
)。
斯
く
し
て
、
サ
ウ
ル
ω
9
巳
'
ダ
ビ
fh
D
a
v
id
、
ソ
ロ
モ
ン
ω
キ
lo
m
o
n
の
王
国
支
配
時
代
を
迎
え
る
が
、
同
時
に
以
後
イ
ス
ラ
エ
ル
は
建
国
前
に
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
預
言
し
た
通
り
に
(
サ
ム
エ
ル
前
書
八
の
七
-
一
八
)
、
経
済
社
会
及
び
信
仰
上
の
様
々
な
諸
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。
都
市
に
於
て
、
客
人
民
族
と
し
て
あ
る
ゲ
ー
リ
ー
ム
(寄
留
者
層
g
er
im
)
の
中
に
は
、
亜
麻
布
、
陶
工
、
大
工
等
の
王
室
手
工
業
者
が
お
り
、
取
分
け
ソ
ロ
モ
ン
神
殿
建
設
の
大
工
統
領
ヒ
ラ
ム
(列㈱
王
紀
略
上
七
・
一
四
)
な
ど
は
同
業
者
組
合
の
起
源
的
存
在
で
あ
る
。
有
名
な
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
後
、
帰
還
し
た
手
工
業
者
達
は
、
政
治
的
要
職
に
就
け
得
な
い
デ
ー
モ
ス
(都
市
大
衆
U
Φ5
0
ω
)
を
形
成
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
に
於
け
る
エ
ビ
ョ
ー
ニ
ー
ム
(貧
困
者
'eb
jo
n
im
)
と
は
、
デ
ー
モ
ス
と
都
市
貴
族
に
搾
取
さ
れ
た
農
民
及
び
極
貧
層
と
し
て
の
小
家
蓄
飼
育
者
で
あ
る
。
貧
困
状
態
に
陥
っ
た
人
々
の
漸
増
は
、
貨
幣
及
び
実
物
貸
付
業
の
増
加
を
生
み
出
し
、
債
務
の
弁
済
不
可
能
な
者
達
は
次
々
と
隷
民
化
し
て
い
っ
た
。
こ
の
債
務
隷
民
化
の
社
会
問
題
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ア
テ
ナ
イ
・
ポ
リ
ス
社
会
に
も
看
取
さ
れ
る
共
通
の
現
象
で
あ
る
。
債
務
を
負
い
担
保
を
設
定
し
、
家
族
成
員
や
土
地
あ
る
い
は
自
ら
を
抵
当
と
な
す
と
い
う
段
階
を
踏
み
、
社
会
的
に
没
落
し
貧
窮
状
態
に
陥
る
、
ま
ず
経
済
的
に
そ
し
て
遂
に
は
法
的
に
も
他
人
の
支
配
に
対
し
て
従
属
度
を
深
め
て
行
く
。
し
か
し
、
斯
か
る
社
会
問
題
に
対
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
K
A
ris
to
teles
の
P
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
』
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
ソ
ロ
/
S
o
lo
n
(前
五
九
四
年
就
任
)
が
、
貧
窮
化
し
た
農
民
の
富
者
へ
の
債
務
免
除
を
断
行
し
身
体
抵
当
制
度
を
廃
止
し
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア
の
債
務
隷
属
者
た
る
小
中
農
民
達
は
、
納
め
る
べ
き
利
息
㈹
の
額
に
因
ん
で
ヘ
ク
テ
モ
ロ
イ
(
六
分
の
一
)
と
呼
称
さ
れ
、
こ
の
ソ
ロ
ン
の
改
革
、
即
ち
ヘ
ク
テ
モ
ロ
イ
救
済
策
を
、
当
時
の
人
々
は
量
裂
し
°゚Φ博゚°彗
Φ㌦
と
呼
ん
冤
だ
が
改
革
の
目
的
は
ア
一178一
テ
ナ
イ
市
民
の
身
分
的
巓
落
に
際
し
、
少
数
富
裕
階
級
へ
の
土
地
集
中
と
重
装
兵
と
し
て
の
国
防
を
担
う
自
由
農
民
の
減
少
、
及
び
広
く
平
民
間
に
不
隠
の
気
を
醸
成
す
る
こ
と
へ
の
危
惧
に
由
来
す
る
施
策
㈲
で
あ
っ
た
。
総
体
と
し
て
見
た
場
合
、
こ
の
ソ
ロ
ン
の
改
革
の
類
似
策
と
言
及
で
き
る
の
は
、
ペ
ル
シ
ア
か
ら
任
命
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
州
知
事
ネ
ヘ
ミ
㈲
ア
N
eh
em
ia
6'改
革
で
あ
る
。
『契
約
の
書
』
は
、
貧
困
状
態
に
陥
っ
た
同
胞
へ
の
搾
取
を
禁
じ
(申
命
記
二
三
・
二
〇
)
、
彼
等
に
損
害
を
被
ら
せ
た
り
、
彼
等
か
ら
利
子
を
取
得
す
る
こ
と
に
対
し
禁
止
命
令
を
記
載
し
て
い
る
(出
エ
ジ
プ
ト
ニ
ニ
・
二
五
)
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
同
胞
が
相
互
に
財
産
奪
取
や
隷
民
化
す
る
姿
を
見
た
ネ
ヘ
ミ
ア
は
、
彼
等
の
為
に
神
に
懴
悔
し
債
権
者
を
叱
責
し
て
、
搾
取
と
債
務
に
困
窮
す
る
農
民
を
救
済
せ
ん
と
解
放
を
断
行
す
る
。
解
放
と
は
、
隣
人
(同
胞
)
へ
の
貨
幣
貸
付
に
よ
っ
て
取
得
し
た
質
物
を
七
年
目
(
こ
れ
を
「ゆ
る
し
の
年
sch
m
itta
ke
sa
fim
」
と
言
う
)
に
は
放
棄
す
る
よ
う
債
権
者
に
命
じ
た
、
『申
命
記
法
』
の
規
定
(
一
五
・
一
〇
)
を
施
行
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
(ネ
ヘ
ミ
ア
記
五
・
六
ー
十
二
)
。
ソ
ロ
ン
の
改
革
と
比
較
し
て
ネ
ヘ
ミ
ァ
の
改
革
が
、
債
務
者
に
対
す
る
身
体
抵
当
制
度
そ
の
も
の
を
廃
止
で
き
な
か
っ
た
点
、
債
務
被
救
済
者
側
に
と
っ
て
充
分
な
結
果
足
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
要
因
は
、
㈱
キ
ッ
ペ
ン
ベ
ル
ク
が
指
摘
し
た
如
く
、
既
に
身
体
抵
当
制
度
が
農
民
達
を
有
力
者
、
権
力
者
に
緊
縛
す
る
手
段
と
な
っ
て
お
り
、
斯
か
る
支
配
者
の
意
向
と
の
妥
協
的
産
物
が
ネ
ヘ
ミ
ァ
の
改
革
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
迄
ヘ
ブ
ル
人
は
、
同
胞
が
特
に
外
国
人
債
権
者
に
奴
隷
と
し
て
売
却
さ
れ
る
こ
と
の
な
き
よ
う
、
共
同
体
成
員
間
に
於
て
も
同
様
に
、
貧
窮
状
態
に
陥
っ
た
者
に
対
し
、
所
有
地
を
可
能
な
限
り
親
族
に
売
却
す
る
事
で
債
務
の
返
済
・
解
消
を
な
し
て
き
た
。
㈹
『神
聖
法
典
』
は
、
男
系
親
族
の
贖
い
買
い
L
osk
a
u
f
の
権
利
行
使
を
命
じ
て
い
る
(
レ
ビ
記
二
五
-
三
四
)
。
だ
が
ア
ン
フ
ィ
ク
チ
オ
ニ
ー
時
代
な
ら
兎
も
角
、
都
市
及
び
国
家
形
態
に
於
け
る
、
階
級
形
成
過
程
及
び
形
成
後
の
強
固
な
不
平
等
社
会
に
あ
っ
て
は
、
親
族
相
救
の
私
的
扶
養
シ
ス
テ
ム
も
充
分
に
機
能
せ
ず
、
而
も
社
会
的
広
汎
な
法
・
制
度
の
改
革
を
以
て
し
て
も
、
一
定
の
限
界
内
に
留
め
ら
れ
る
。
會
て
の
共
同
体
社
会
に
存
在
し
た
社
会
関
係
の
再
構
築
は
至
難
の
業
な
の
で
あ
る
。
ソ
ロ
ン
の
改
革
が
成
功
し
得
た
の
は
、
土
地
一179一
所
有
農
民
と
都
市
商
人
層
と
の
結
び
付
き
に
よ
り
、
土
地
領
主
制
を
無
力
化
す
る
意
向
の
一
致
を
見
た
か
ら
で
あ
る
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
場
合
、
農
民
と
商
人
の
連
携
に
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
弱
者
救
済
に
占
め
る
倫
理
観
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
思
想
的
影
響
を
反
映
し
て
独
自
の
カ
リ
テ
ー
ト
的
救
済
思
想
を
生
み
出
し
て
い
る
。
同
胞
の
債
務
隷
民
状
態
か
ら
の
解
放
・
救
済
の
み
な
ら
ず
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
広
汎
に
弱
者
保
護
を
命
じ
る
存
在
で
あ
っ
た
(創
世
紀
十
六
の
五
・
七
、
一
二
の
一
四
、
サ
ム
エ
ル
紀
上
二
四
の
=
二
)。
寡
婦
・
孤
児
・
下
僕
・
寄
留
者
・
病
人
、
就
中
不
具
疾
患
者
に
対
す
る
保
護
規
定
は
ト
ー
ラ
i
(律
法
)
の
記
載
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
古
王
国
以
後
の
エ
ジ
プ
ト
及
び
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
同
様
に
、
呪
術
的
色
彩
を
残
し
、
斯
か
る
人
々
の
法
的
権
利
侵
害
に
対
す
る
呪
い
を
示
す
箇
所
も
あ
る
(申
命
記
二
七
の
一
九
、
レ
ビ
,,�
1
九
の
一
四
)
が
、
一
般
に
社
会
的
弱
者
へ
の
圧
迫
を
禁
止
し
て
い
る
(申
命
記
二
四
の
一
七
)
。
㈹
貧
民
の
た
め
の
法
A
r
m
en
eck
e
と
し
て
、
農
民
に
対
し
、
三
年
毎
の
年
末
に
収
獲
物
の
十
分
の
一
を
各
自
の
家
に
置
き
、
こ
れ
を
救
済
用
と
し
て
上
述
の
人
々
に
分
け
与
え
よ
と
命
じ
て
い
る
(申
命
記
一
四
の
二
八
)
。
こ
の
十
分
の
一
の
単
位
は
、
広
ぐ
儀
式
の
際
の
供
物
等
に
も
適
用
さ
れ
て
い
た
(申
命
記
十
二
の
六
・
十
六
)
が
、
遥
か
後
代
に
至
っ
て
は
、
大
陸
(欧
州
)
に
於
け
る
中
世
教
会
が
実
施
し
た
徴
税
の
単
位
に
も
踏
襲
さ
れ
、
そ
の
内
の
三
分
の
一
か
ら
四
㈹
分
の
一
が
貧
民
救
済
に
当
て
ら
れ
て
い
た
(例
え
ば
四
分
の
一
の
場
合
、
僧
正
、
下
級
僧
侶
、
宗
教
上
の
儀
式
、
そ
し
て
貧
民
救
済
と
四
分
さ
れ
た
内
の
一
つ
)
。
又
、
所
謂
「落
穂
拾
い
法
Z
帥
。匡
Φ゚。曾
甲
㈹
ch
t
j
な
ど
も
、
一
種
の
慣
習
法
的
な
社
会
倫
理
的
救
済
規
定
を
な
し
て
い
る
。
別
名
、
残
株
拾
;
Sto
p
p
elles
と
も
呼
ば
れ
、
農
民
に
対
し
畑
を
最
後
の
一
株
ま
で
残
す
物
な
く
収
獲
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
残
株
や
落
穂
を
必
要
と
す
る
貧
困
者
の
為
に
残
し
て
置
く
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
る
(申
命
記
二
四
の
一
九
)
。
加
え
て
、
『神
聖
法
典
』
に
は
、
そ
れ
以
前
に
書
か
れ
た
『契
約
の
書
』
に
既
載
さ
れ
て
い
る
、
貧
者
の
為
に
七
年
目
毎
に
畑
・
果
樹
園
・
葡
萄
園
の
完
全
休
耕
を
命
じ
た
、
所
謂
「安
息
年
oQa
b
b
a
tja
h
r
」
の
規
定
(出
エ
ジ
プ
ト
記
二
三
の
一
〇
1
一
一
)
が
継
承
さ
れ
て
い
る
(
レ
ビ
記
二
五
の
四
-
七
)
。
こ
の
年
に
は
、
土
地
所
有
者
の
エ
ベ
ド
(下
僕
⑩ぴ
巴
)
と
サ
ー
キ
ー
ル
(雇
傭
.<
sa
k
ir
)
及
び
ト
ー
シ
ャ
ー
ヴ
(寄
留
者
け㌣
:1
sch
a
b
)
U
、
自
然
発
生
の
穀
物
を
自
由
に
取
れ
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。申
命
記
時
代
か
ら
見
て
後
代
に
な
る
前
二
世
紀
頃
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
派
で
あ
る
エ
ッ
セ
ネ
E
ssen
es
派
の
宗
教
結
社
ク
ム
ラ
ン
の
q
爭
ra
n
集
団
は
、
ロ
ー
マ
支
配
と
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
思
想
的
影
響
下
で
、
優
れ
た
共
同
体
的
相
互
扶
助
組
織
を
有
し
て
い
た
。
成
員
間
の
財
産
共
有
制
度
に
於
て
、
職
人
的
労
働
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
、
自
家
需
要
を
越
え
た
剰
余
生
産
物
は
勿
論
、
少
な
く
と
も
月
二
日
分
の
報
酬
sek
a
r
を
共
同
体
公
庫
に
蓄
積
し
、
孤
児
・
貧
困
者
・
老
齢
者
・
身
寄
り
な
き
者
・
贖
い
人
の
い
な
い
娘
な
ど
を
扶
助
す
る
た
め
に
使
用
㈹
さ
れ
て
い
た
(
ダ
マ
ス
コ
文
書
一
四
の
一
ニ
ー
二
七
)
。
ウ
ェ
ー
バ
㈹
ー
も
こ
れ
に
言
及
し
て
お
り
、
更
に
様
々
な
都
市
の
富
裕
者
が
こ
の
㈹
公
庫
に
寄
付
を
行
っ
て
い
た
と
の
タ
ル
ム
ー
ド
日
巴
9
巳
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
法
令
は
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
の
如
く
実
定
法
と
い
う
性
質
を
有
せ
ず
、
寧
ろ
宗
教
的
説
教
B
螽
口
Φ
ω
Φ
に
由
来
す
る
道
徳
的
規
定
e
in
e
s
it
t
ich
e
V
o
rs
c
h
r
if
t
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
努
力
義
務
的
性
格
を
持
ち
、
法
の
実
現
が
常
に
施
与
救
済
者
の
カ
リ
テ
ー
ト
に
依
拠
す
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
『申
命
記
法
』
及
び
『神
聖
法
典
』
は
、
『契
約
の
書
』
に
属
す
る
カ
リ
テ
ー
ト
を
絶
え
ず
組
織
的
に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
あ
る
意
味
で
周
辺
諸
国
に
比
し
、
又
現
代
人
が
考
え
る
以
上
に
、
彼
等
の
信
仰
を
源
泉
と
し
た
義
務
意
識
は
、
実
定
法
を
必
要
と
し
な
い
程
体
系
的
な
精
神
構
造
を
持
っ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
ヘ
ブ
ル
人
が
施
与
・
救
済
に
際
し
心
底
に
位
置
し
た
カ
リ
テ
ー
ト
は
、
人
道
主
義
的
観
点
以
外
に
、
斯
か
る
行
為
が
独
り
受
益
者
(被
救
済
者
)
に
幸
い
す
る
の
み
な
ら
ず
、
施
与
・
救
済
主
体
自
身
の
益
と
も
な
る
、
即
ち
宗
教
的
「功
徳
」
の
見
地
の
方
に
重
き
を
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
宗
教
倫
理
的
な
隣
人
(同
胞
)
相
互
の
奉
仕
関
係
は
、
純
粋
に
魂
の
救
済
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
救
済
者
側
の
行
為
の
心
底
動
機
に
そ
れ
が
あ
り
、
現
実
の
社
会
問
題
や
同
胞
の
困
苦
を
目
の
当
り
に
し
て
、
人
道
主
義
的
義
務
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
。
工
砌
ッ
セ
ネ
派
的
、
グ
ノ
ー
,/
K
g
n
o
s
is
主
義
的
表
現
を
借
用
す
る
な
ら
ば
、
死
後
の
パ
デ
ス
(黄
泉
の
国
)
で
の
永
生
観
と
深
く
関
連
し
、
ヘ
ル
バ
暗
闇
世
界
、
地
獄
)
へ
陥
る
こ
と
へ
の
危
惧
と
、
逆
に
ヘ
ブ
ン
(
光
明
世
界
、
天
国
)
で
の
福
寿
祈
願
を
持
っ
て
い
た
点
に
、
カ
一181一
リ
テ
ー
ト
発
生
の
源
動
力
が
存
在
す
る
。
而
も
、
個
人
の
内
在
的
規
範
に
作
用
し
命
令
す
る
性
質
故
に
、
偽
善
的
動
機
は
何
ら
益
を
も
た
ら
さ
な
い
。
飽
迄
、
マ
ア
ト
と
利
他
的
カ
リ
テ
ー
ト
を
以
て
厳
格
に
㈹
判
断
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
(
ト
ビ
ト
書
四
の
五
-
十
一
)
。
こ
こ
に
も
、
古
王
国
革
命
後
の
エ
ジ
プ
ト
の
思
想
的
影
響
が
歴
然
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
七
、
結
語
に
代
え
て
古
代
社
会
に
於
け
る
救
済
の
概
念
は
実
に
多
義
的
で
あ
る
。
一
般
に
宗
教
と
の
関
連
は
無
視
で
き
な
い
が
、
現
実
に
実
施
さ
れ
る
行
為
は
、
社
会
発
展
過
程
で
段
階
に
応
じ
た
変
容
を
な
し
て
い
る
。
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
及
び
後
代
の
エ
ッ
セ
ネ
派
等
の
共
同
体
的
社
会
組
織
に
あ
っ
て
救
済
手
段
と
な
り
得
た
の
は
、
自
発
的
な
相
互
扶
助
ζ
畧
q
甲
lism
u
s
と
い
う
成
員
間
の
互
州
的
な
相
救
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
し
、
初
期
ア
テ
ナ
イ
の
都
市
共
同
体
(ポ
リ
ス
)
に
於
て
は
、
形
態
は
異
る
が
同
様
に
市
民
相
互
の
民
主
的
平
等
実
現
の
為
に
、
市
民
団
の
連
帯
原
理
か
ら
相
互
扶
助
が
機
能
し
て
い
た
。
一
方
、
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ァ
の
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
や
ソ
艮
ン
の
立
法
制
定
以
降
の
ア
テ
ナ
イ
及
び
後
代
の
ロ
:
マ
等
は
、
成
文
法
に
よ
る
法
的
救
済
国
①9
sh
ife
を
施
行
し
た
。
即
ち
、
そ
の
内
容
は
、
既
存
の
共
同
体
社
会
の
親
族
相
救
制
度
を
国
家
権
力
に
よ
り
機
能
行
使
さ
せ
る
、
家
族
法
を
中
核
と
し
た
展
開
形
態
で
あ
る
。
古
代
人
の
救
済
行
為
の
根
底
に
は
、
宗
教
的
な
個
人
に
内
在
す
る
倫
理
規
範
と
、
人
間
相
互
の
関
係
に
介
在
す
る
人
道
主
義
的
な
側
面
と
が
混
合
さ
れ
、
譬
え
ば
自
然
発
生
的
な
愛
情
の
源
泉
を
、
神
と
人
間
の
両
方
に
於
て
把
握
し
、
前
者
が
後
者
を
凌
駕
し
た
形
で
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
が
カ
リ
テ
ー
ト
の
本
質
で
あ
り
、
マ
ァ
ト
の
依
拠
す
る
処
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
間
個
体
内
の
心
底
で
、
こ
の
潜
在
化
し
た
観
念
の
二
側
面
の
バ
ラ
ン
ス
が
逆
転
し
て
く
る
と
、
実
際
に
具
現
化
さ
れ
た
行
為
は
、
一
貫
性
を
有
す
る
は
ず
の
宗
教
々
理
に
反
し
、
多
面
的
に
な
っ
て
来
る
。
即
ち
、
宗
教
倫
理
は
個
人
の
際
限
な
き
エ
ゴ
的
欲
求
の
中
に
消
化
さ
れ
易
い
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
外
在
し
て
い
た
は
ず
の
絶
対
神
は
、
内
在
化
さ
れ
た
時
点
で
相
対
化
さ
れ
、
こ
の
価
値
の
逆
転
が
個
人
に
と
っ
て
都
合
よ
く
、
一
種
の
偶
像
化
の
現
象
を
生
み
出
す
。
一182一
斯
か
る
現
象
は
、
ル
ソ
ー
の
言
う
私
有
財
産
の
発
見
に
始
ま
り
、
分
業
の
発
達
に
伴
う
生
産
力
の
拡
大
に
よ
り
刺
激
さ
れ
て
、
奪
取
欲
や
支
配
欲
が
著
し
く
増
大
す
る
過
程
で
産
出
さ
れ
た
、
階
級
分
化
の
現
象
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
基
本
的
欲
求
を
構
成
す
る
生
理
的
欲
求
と
人
格
的
欲
求
が
、
よ
り
良
き
生
活
を
追
求
し
始
め
る
と
、
内
面
的
に
は
葛
藤
を
再
生
産
し
、
表
面
的
に
は
利
害
衝
突
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
状
況
に
直
面
し
て
、
支
配
-
被
支
配
の
関
係
が
明
確
化
し
て
く
る
と
、
共
同
体
社
会
に
於
て
カ
リ
テ
ー
ト
的
救
済
が
意
味
し
て
い
た
、
成
員
又
は
同
胞
間
の
ヨ
コ
の
対
等
な
立
場
で
の
相
互
扶
助
で
は
な
く
な
り
、
権
力
支
配
者
側
か
ら
の
タ
テ
の
慈
恵
的
・
恩
恵
的
カ
リ
テ
ー
ト
に
変
容
し
た
救
済
措
置
と
な
る
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
救
済
行
為
は
、
最
早
宗
教
的
側
面
の
顔
を
持
ち
な
が
ら
実
質
的
人
間
本
位
の
、
政
治
的
・
経
済
的
利
害
の
優
先
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
権
力
支
配
者
は
、
階
級
闘
争
(社
会
革
命
)
の
危
惧
か
ら
法
や
制
度
の
改
変
を
通
し
て
、
力
関
係
に
於
て
被
支
配
者
と
譲
歩
し
た
政
策
を
打
ち
出
し
て
く
る
。
そ
れ
が
、
ネ
ヘ
ミ
ア
や
ソ
ロ
ン
の
改
革
で
あ
り
、
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
等
の
法
的
救
済
の
基
盤
を
醸
成
し
て
い
た
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
古
代
に
於
け
る
救
済
概
念
は
、
宗
教
的
「魂
の
救
済
」
観
念
と
共
に
、
寧
ろ
現
実
の
社
会
制
度
か
ら
促
え
直
し
て
見
る
と
、
被
支
配
者
層
(特
に
市
民
階
級
の
平
民
層
以
下
)
の
、
権
力
支
配
者
層
か
ら
の
身
分
的
・
経
済
的
・
法
的
解
放
を
強
く
意
味
し
て
い
る
。
更
に
広
義
的
に
は
、
社
会
的
弱
者
(寡
婦
、
孤
児
、
障
害
者
等
)
保
護
が
含
ま
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
最
後
に
、
救
済
思
想
発
生
の
系
譜
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
と
。
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
地
方
に
限
定
し
た
場
合
、
セ
ム
語
系
・
ハ
ム
語
系
民
族
伝
承
の
神
話
・
宗
教
密
儀
に
由
来
し
な
が
ら
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
開
花
し
体
系
化
さ
れ
た
宗
教
思
想
が
、
古
王
国
革
命
を
契
機
に
極
め
て
社
会
的
に
具
現
化
さ
れ
、
一
方
に
於
て
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
地
方
の
ハ
ン
ム
ラ
ビ
法
規
集
の
思
想
的
背
景
を
な
し
、
他
方
に
於
て
は
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
独
自
の
倫
理
規
範
に
融
和
・
集
大
成
さ
れ
た
と
言
え
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
場
合
、
や
は
り
エ
ジ
プ
ト
支
配
下
で
の
隷
属
時
代
に
接
受
し
た
文
化
的
影
響
に
は
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
ピ
エ
ー
ル
"
モ
ン
テ
は
、
ソ
ロ
モ
ン
の
『箴
言
』
と
、
エ
ジ
プ
ト
第
二
十
二
王
朝
時
代
の
書
記
官
ア
メ
ネ
モ
ペ
の
『知
恵
』
と
の
㈹
比
較
研
究
で
こ
れ
を
立
証
し
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
人
と
ヘ
ブ
ル
人
の
一183一
共
通
倫
理
は
、
そ
の
原
理
及
び
適
用
に
於
て
一
致
す
る
。
因
に
、
歴
史
家
(
a
ド
ト
K
H
e
r
o
d
o
t
u
s
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
の
由
㈹
来
を
古
代
エ
ジ
プ
ト
に
求
め
て
お
り
、
エ
ジ
プ
ト
思
想
の
影
響
は
広
く
地
中
海
世
界
に
も
波
及
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
古
代
ロ
ー
マ
時
代
に
あ
っ
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
救
済
思
想
は
、
エ
ッ
セ
ネ
派
の
結
社
集
団
を
構
成
す
る
一
要
素
と
な
り
、
斯
か
る
刷㈲
新
運
動
と
旧
態
的
ユ
ダ
ヤ
教
パ
リ
サ
イ
派
の
運
動
p
h
a
risa
ism
u
s
等
の
並
立
す
る
社
会
に
於
て
、
ナ
ザ
レ
-C
イ
H
K
J
esu
s
が
登
場
し
、
カ
リ
テ
ー
ト
的
救
済
観
念
は
、
博
愛
主
義
的
色
彩
を
持
っ
て
西
欧
諸
国
の
倫
理
と
社
会
制
度
の
根
を
新
生
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
　
(注
)
独
の
z
iv
ilis
a
tio
n
は
、
英
仏
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
独
系
は
概
し
て
、
文
化
内
巳
σ
霞
を
精
神
的
な
も
の
、
文
明
を
物
質
的
な
も
の
と
い
う
分
類
法
を
取
っ
て
い
た
。
p
(
'
仏
の
c
iv
ilis
a
-
tio
n
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語
の
9
ぐ
δ
(
市
民
)
と
c
iv
ita
s
(都
市
国
家
)
で
、
「法
律
的
な
こ
と
」
「
政
治
的
な
こ
と
」
の
意
が
強
か
っ
た
。
②㈹㈲㈲㈲　㈹　
<
°
Ω
゜
C
h
ild
e
,
T
h
e
M
o
s
t
A
n
c
ie
n
t
E
a
s
t
,
L
o
n
d
o
n
,
1
9
卜σ
Q◎
"
℃
°
艀
①
゜
<
°
Ω
.
C
h
ild
e
,
W
h
a
t
h
a
p
p
e
n
e
d
in
h
is
to
r
y
,
N
e
w
Y
o
r
k
,
1
9
8
6
,
P
P
°
鸛
～
♂
°
松
本
重
治
編
訳
、
ト
イ
ン
ビ
ー
『歴
史
の
教
訓
』
(
一
九
二
八
年
、
岩
波
書
店
)
一
九
四
頁
。
長
谷
川
松
治
訳
、
ト
イ
ン
ビ
i
『歴
史
の
研
究
』
1
(
一
九
五
六
年
、
社
会
思
想
社
)
=
二
一
頁
。
一
九
五
〇
年
前
後
、
北
イ
ラ
ク
の
カ
ー
リ
ー
ム
・
シ
ャ
ヒ
ル
遺
跡
を
発
見
、
更
に
イ
ラ
ク
北
東
部
ジ
ヤ
ル
モ
遺
跡
等
の
発
見
か
ら
立
証
し
て
い
る
(
泉
靖
一
他
訳
、
ブ
レ
イ
ウ
ッ
ド
『
先
史
時
代
の
狩
猟
民
』
新
潮
文
庫
。
大
塚
初
重
訳
、
グ
レ
ア
ム
・
ク
ラ
ー
ク
『
石
器
時
代
の
狩
猟
民
』
、
創
元
社
、
=
一
頁
。
)
。
テ
ン
ニ
ス
は
分
類
の
基
準
を
人
間
の
意
志
に
求
め
て
い
る
(国
゜
円
㌣
n
n
ie
s
,
G
e
m
e
in
s
h
a
ft
u
n
d
G
e
s
e
lls
c
h
a
ft
,
1
9
2
2
,
S
.
3
‐
心
゜
)
°
田
邊
貞
之
訳
、
ク
ー
ラ
ン
ジ
ュ
『古
代
都
市
』
上
(
一
九
八
四
年
、
白
水
社
)
九
九
頁
。
同
右
、
九
九
頁
。
A
.
J
.
S
p
en
c
er
,
D
et
h
i
n
A
n
ci
en
t
E
g
y
p
t
,
N
e
w
Y
o
r
k
,
一184-一
㈹　　　　㈹　　㈲㈹　　⑬　　
19
8
6
,
P
P
°
一
潰
～
一
蕊
゜
世
界
の
博
物
館
十
七
『
エ
ジ
プ
ト
の
博
物
館
』
(
一
九
八
二
年
、
講
談
社
)
六
三
～
六
四
頁
。
呪
術
的
能
力
・
啓
示
、
天
与
の
資
質
を
有
す
る
人
(世
良
晃
志
郎
訳
、
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
支
配
の
社
会
学
』
1
、
創
文
社
、
四
七
頁
)
。
中
村
正
雄
、
ウ
ェ
ス
タ
ー
マ
ー
ク
『人
間
の
結
婚
の
歴
史
』
(
一
九
五
六
年
、
創
文
社
)
四
七
頁
。
イ
ギ
リ
ス
の
人
類
学
者
タ
イ
ラ
ー
国
・
切
・
臼
覧
o
『
が
名
付
け
た
、
霊
魂
存
在
の
信
仰
。
中
村
元
『
イ
ン
ド
古
代
史
』
上
(
一
九
六
二
年
、
春
秋
社
)
四
一
頁
。
「
師
は
副
師
よ
り
も
十
倍
、
父
は
師
よ
り
も
百
倍
、
而
も
母
は
父
よ
り
も
(な
ほ
)
千
倍
も
多
く
敬
せ
ら
る
べ
し
。
」
(田
辺
繁
子
訳
『
マ
ヌ
の
法
典
』
、
岩
波
文
庫
、
六
一
頁
)
。
松
本
清
張
『古
代
史
疑
』
(
一
九
七
九
年
、
中
央
公
論
社
)
一
〇
七
～
一
六
九
頁
。
矢
島
文
夫
編
『古
代
エ
ジ
プ
ト
の
物
語
』
(
一
九
七
四
年
、
社
会
思
想
社
)
七
九
～
一
〇
〇
頁
。
モ
ー
セ
五
書
「創
世
記
」
「出
エ
ジ
プ
ト
記
」
「
レ
ビ
記
」
「
民
数
紀
略
」
「申
命
記
」
を
指
称
。
小
林
稔
訳
『聖
書
外
典
偽
典
』
別
巻
補
遺
1
(
一
九
七
九
年
、
教
文
②①　　㈱　、㈱㈱　
館
)
一
八
九
～
二
五
五
頁
。
ゼ
ウ
ス
の
創
造
し
た
女
性
パ
ン
ド
ー
ラ
ー
が
、
全
て
の
禍
を
閉
じ
込
め
た
箱
を
開
い
た
と
い
う
神
話
。
前
掲
、
『
支
配
の
社
会
学
』
1
、
五
九
二
頁
。
本
田
喜
代
治
、
平
岡
昇
訳
、
ル
ソ
ー
『
人
間
不
平
等
起
源
論
』
(
一
九
七
二
年
、
岩
波
文
庫
)
一
〇
一
、
一
〇
二
頁
。
秋
元
律
郎
・
佐
藤
慶
幸
訳
、
H
・
ボ
ル
ヒ
『
権
力
と
抵
抗
』
(
一
九
五
八
年
、
み
す
ず
書
房
)
三
五
頁
。
≦
.
B
.
E
m
er
y
,
A
r
ch
a
ic
E
g
y
p
t
,
N
e
w
Y
o
rk
,
1
9
°。
蔭
㌔
勺
゜
一
〇
窃
～
一
=
°
A
r
c
h
a
ic
E
g
y
p
t
,
P
.
1
2
4
.
エ
ン
リ
ル
神
は
a
ir
-
g
o
d
'
ア
M
神
　
s
k
y
‐
g
o
d
(
S
°
類
゜
H
o
o
k
e
,
M
id
d
le
E
a
s
te
r
n
M
y
th
o
lo
g
y
,
N
e
w
Y
o
r
k
,
P
P
.
4
1
～
ま
゜
)
。
古
王
国
の
革
命
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
(
『
世
界
歴
史
』
古
代
1
、
岩
波
書
店
、
七
二
～
七
六
頁
。
三
笠
宮
崇
仁
編
『
生
活
の
世
界
歴
史
』
1
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
。
大
島
清
次
訳
、
J
・
ヴ
ェ
ル
ク
テ
ー
ル
『
古
代
エ
ジ
プ
ト
』
、
白
水
社
、
七
八
～
八
二
頁
。
)
。
『古
代
史
講
座
』
-i-
1
(
1
九
六
五
年
、
学
生
社
)
一
九
～
二
〇
頁
。
一185一
　　　　
石
上
玄
一
郎
『
エ
ジ
プ
ト
の
死
者
の
書
』
(
一
九
八
六
年
、
人
文
書
院
)
三
一
～
三
七
頁
。
m
a
�
t
は
古
代
エ
ジ
プ
ト
語
で
は
嶋
和
と
書
か
れ
て
萱
r
ig
h
t
a
n
d
tr
u
th
を
意
味
し
N
;
,c・Ca
(
s
ir
E
.
A
.
W
a
llis
B
u
d
g
e
,
E
g
y
p
e
tia
n
L
a
n
g
u
a
g
e
,
L
o
n
d
o
n
,
P
.
2
2
7
.
)
M
a
x
W
e
b
e
r
,
G
e
s
a
m
m
e
lte
A
u
fs
a
tz
e
z
u
r
R
e
lig
io
n
..
s
s
o
z
io
lo
z
ie
,
D
a
s
a
n
tik
e
J
u
d
en
tu
m
,
1
9
7
6
,
T
u
b
i
n
g
en
,
S
.
2
7
2
.
英
訳
で
は
、
c
h
a
r
ity
と
な
っ
て
い
る
(
ζ
.
W
e
b
e
r
,
A
n
c
i
en
t
J
u
d
a
is
m
,
N
e
w
Y
o
r
k
,
P
°
b。
密
゜
)
。
波
木
居
純
一
訳
、
ピ
エ
ー
ル
・
モ
ン
テ
『
エ
ジ
プ
ト
と
聖
書
』
(
一
九
八
二
年
、
み
す
ず
書
房
)
一
〇
五
、
一
〇
六
、
一
一
四
頁
。
前
掲
『
世
界
歴
史
』
古
代
1
、
七
八
頁
。
田
中
達
訳
『
死
者
之
書
』
上
(
一
九
二
〇
年
、
世
界
聖
典
全
集
刊
行
会
)
11j11j九
～
11j五
八
頁
°
D
e
th
in
A
n
c
ien
t
E
g
y
p
t,
P
P
°
嵐
α
～
置
刈
゜
オ
リ
エ
ン
ト
史
講
座
2
『
古
代
文
明
の
発
展
』
(
一
九
八
五
年
、
学
生
社
)
二
七
頁
。
江
上
波
夫
・
五
味
亨
訳
、
ホ
ル
ス
ト
・
ク
レ
ン
ゲ
ル
『
古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
歴
史
ハ
ン
ム
ラ
ビ
王
と
そ
の
社
会
』
(
一
九
八
〇
年
、
山
川
出
版
社
)
七
五
～
八
一
頁
。
　M㈱㈹　　　
粘
土
で
で
き
た
三
面
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
の
も
の
で
、
そ
こ
に
は
雇
用
労
働
者
の
名
と
労
働
期
間
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
(同
右
、
八
〇
頁
)。
同
右
、
一
七
七
頁
。
同
右
、
一
七
七
頁
。
同
右
、
五
頁
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
法
全
般
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
(前
掲
『古
代
文
明
の
発
展
』
、
七
五
～
一
〇
四
頁
)
。
実
定
法
と
は
、
時
間
的
・
場
所
的
に
限
定
さ
れ
た
社
会
に
あ
っ
て
、
人
為
的
に
具
体
化
さ
れ
て
実
在
す
る
制
定
法
、
慣
習
法
を
指
す
(
加
藤
新
平
『
法
哲
学
概
論
』
、
有
斐
閣
、
二
七
二
～
二
六
六
頁
)
。
前
掲
『古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
歴
史
』
、
二
一
八
頁
。
奥
泉
康
弘
・
紺
野
馨
訳
、
キ
ッ
ペ
ン
ベ
ル
ク
『
古
代
ユ
ダ
ヤ
社
会
史
』
(
一
九
八
六
年
、
教
文
館
)
四
一
頁
。
前
掲
『古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の
歴
史
』、
一
二
九
～
二
二
〇
頁
。
前
掲
『生
活
の
世
界
歴
史
』
1
、
一
九
一
～
一
九
二
頁
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
唯
一
神
に
は
様
々
な
呼
び
名
が
あ
る
。
聖
四
文
字
Y
H
W
H
又
は
I
H
V
H
、
主
を
意
味
す
る
A
d
o
n
a
i
と
か
、
田
?
h
im
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
(渡
辺
義
愛
訳
、
ア
ン
ド
レ
・
シ
ュ
ラ
キ
『
ユ
ダ
ヤ
思
想
』
、
白
水
社
、
十
四
～
十
六
頁
)
。
前
一
二
五
〇
年
頃
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
導
者
(
山
本
七
平
訳
、
G
・
:・
㈹69國
E
・
ラ
イ
ト
『
概
説
聖
書
考
古
学
』、
山
本
書
店
、
五
八
～
六
六
頁
)
。
他
の
神
を
拝
せ
ず
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
み
を
神
と
し
て
信
仰
す
る
こ
と
の
誓
い
(西
村
俊
昭
訳
、
R
・
ド
ウ
・
ヴ
ォ
ー
『
イ
ス
ラ
エ
ル
古
代
史
』、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
九
一
三
～
九
一
八
頁
)
。
ハ
モ
ル
○
げ
鱒
日
o
円
氏
族
の
長
の
称
号
で
、
「
シ
ケ
ム
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
(
士
師
記
九
の
1
1八
)
(
M
.
W
e
b
e
r
,
D
a
s
A
n
-
tik
e
J
u
d
e
n
tu
m
,
SQ
°
G。
①Q。
°
)
「海
の
民
と
呼
ば
れ
た
パ
レ
ス
チ
ナ
人
(前
掲
『
イ
ス
ラ
エ
ル
古
代
史
』
、
六
九
六
～
七
〇
三
頁
)
。
加
藤
節
子
訳
、
リ
ュ
ッ
ク
・
ブ
ノ
ワ
『
フ
ラ
ン
ス
巡
歴
の
職
人
た
ち
1
同
職
組
合
の
歴
史
』
(
一
九
七
九
年
、
白
水
社
)
一
七
頁
。
ζ
゜
≦
Φ
-
b
e
r
,
A
n
tik
e
J
u
d
e
n
tu
m
,
S
.
3
4
°
緊
触督
魯
ミ
収
獲
の
六
分
の
一
を
収
め
る
者
の
意
(村
川
堅
太
郎
訳
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
「
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
」
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
十
七
、
岩
波
書
店
、
三
五
二
頁
)
。
a
e
l
ac　x
d
e
lcr
、
同
右
、
二
七
一
頁
。
ソ
ロ
ン
の
改
革
の
背
景
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
(前
掲
「
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
」
、
二
七
〇
～
二
七
八
頁
。
伊
藤
貞
夫
『
古
典
期
ア
テ
ネ
の
政
治
と
社
会
』
、
東
大
出
版
会
、
六
六
～
七
八
頁
。
上
原
専
禄
他
訳
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
『古
代
社
会
経
済
史
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
　　鬪㈹圃　　63
二
四
二
～
二
四
八
頁
。
)
。
ネ
ヘ
ミ
ア
の
改
革
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
(
守
く
旨
σq
ζ
』
巴
掌
lin
,
A
n
c
ie
n
t
J
u
d
a
is
m
,
N
e
w
Y
o
r
k
,
1
9
8
6
,
P
P
.
2
7
7
～
b。
。
。
°
前
掲
『古
代
ユ
ダ
ヤ
社
会
史
』
、
八
五
～
九
二
頁
。
)
。
前
掲
『古
代
ユ
ダ
ヤ
社
会
史
』
、
八
五
～
九
二
頁
。
)
。
レ
ビ
記
一
七
～
二
六
章
を
特
に
『神
聖
法
典
』
と
呼
ぶ
。
M
.
W
e
b
e
r
,
D
a
s
A
n
tik
e
J
u
d
e
n
tu
m
,
S
.
5
5
.
W
a
lte
r
I
,
T
r
a
ttn
e
r
,
F
r
o
m
P
o
o
r
L
a
w
to
w
e
lf
a
r
e
s
ta
te
,
N
e
w
Y
o
r
k
,
P
P
.
5
‐
6
°
M
.
W
e
b
e
r
,
D
a
s
A
n
tik
e
J
u
d
e
n
tu
m
,
S
.
5
5
°
日
本
聖
書
研
究
所
編
『
死
海
文
書
』
(
一
九
八
二
年
、
山
本
書
店
)
二
七
四
頁
。
富
者
は
ハ
ッ
シ
ャ
イ
(
秘
密
の
-G
H
a
s
c
h
e
in
a
)
と
呼
ば
れ
名
を
知
ら
せ
ず
に
貧
者
に
寄
付
を
し
た
(
D
a
s
A
n
tik
e
J
u
d
e
n
tu
m
,
oQ
°
お
刈
゜
)
。
ユ
ダ
ヤ
律
法
学
者
(
ラ
ビ
)
の
口
伝
や
法
注
解
を
集
め
た
書
物
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
タ
ル
ム
ー
ド
と
バ
ビ
ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
が
あ
る
A
d
in
S
te
in
s
a
ltz
,
T
h
e
E
s
s
e
n
tia
l
T
�
lm
u
d
,
N
e
w
Y
o
r
k
,
1
9
7
6
,
P
P
°
4
0
-
5
5
.
)
°
グ
ノ
ー
シ
ス
と
は
啓
示
に
よ
る
宗
教
的
認
識
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
一187一
㈹㈱6鋤
語
、
y
v
�v
ﾟ
cs
(大
沼
忠
弘
他
訳
、
マ
ン
リ
ー
・
P
・
ホ
ー
ル
『
古
代
の
密
儀
』
象
徴
哲
学
大
系
1
、
人
文
書
院
、
八
七
～
九
四
頁
)
。
前
掲
『
聖
書
外
典
偽
典
』
1
、
二
二
三
～
二
二
四
頁
。
前
掲
『
エ
ジ
プ
ト
と
聖
書
』
、
一
〇
二
～
一
二
一
頁
。
ホ
ル
ス
は
ギ
リ
シ
ア
で
は
ア
ポ
ロ
ン
。
オ
シ
リ
ス
は
ギ
リ
シ
ア
名
で
は
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
で
あ
る
(松
平
千
秋
訳
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
『
歴
史
』
上
、
岩
波
文
庫
、
二
五
四
頁
)
。
「敬
虔
な
る
人
々
」
の
意
で
、
律
法
に
基
づ
く
厳
格
な
宗
教
生
活
を
追
求
し
た
(
ζ
.
W
e
b
e
r
,
L
�
s
A
n
t
ik
e
J
u
d
e
n
tu
m
,
S
S
°
お
一
～
お
。
°
)
。
..
